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本稿は、前稿「未完の物語――「絵入自由新聞」の連載記事（続き物） （三） 」に引き続いて、一八八六（明治
一九）年の雑報欄を中心とした連載記事を一覧化したものである。これまでと同様に、編集体制の変遷、他社の動向や出版状況に関わる雑報も注記の形で＊以下に引用 てある。
この年は、四月一六日に千号を迎える。その前後に、川上鼠文と、二月に絵入朝野新聞から転社したばかりの柳
葉亭繁彦も退社するが、九月七日にはそれまでの一面に 段分を占めていた題号を廃止して、 「行数三十五、字数七百七十字」を増加させるという改良を施していた。同時 、 「絵入自由新聞」と記した社説欄を 社説」とするなど紙面の編成を変更してい 。同時期には、一〇月七日に「やまと新聞」が創刊され、不景気の中で東京の各紙が新聞紙代を値下げするなどの新聞改良が進行していたからである。その改良を評して、 「新聞社も一種の商売一種の儲け仕事」と看破する社説「新聞紙 直下げ
　
社員
　
世の中愚老述」 （一〇・八、 九）を社説欄に掲載して、新
聞が新たな局面を迎えていたことを指摘す だった。 か 、一二月三日の号外で、発行停止処分にあったこが報じられ、翌年一月一日 解停 俟つことになった。
この発行停止について、翌年五月二八日の「東京日日新聞」社説「讒謗の卑劣」は、貴顕の不倫事件を「去月廿
七日の事なりし 我社の探訪者三橋某が報道」し、 「彼の絵入自由新聞今日新聞めざまし新聞女学雑誌等 諸紙が
未完の物語││「絵入自由新聞」の連載記事（続き物） （四）
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前後その発行を停止せられたるは実に是が為なるべしと雖も未其事を明白にするに足らざるを如何せん」と推測している。発行停止理由を明確にしないため確実な罪科を不明としているが、確かに一二月一日の「絵入自由新聞」雑報欄には、 「病症再変」という記事が、 「或るやんごとなき貴顕」が夫人の病中に新橋の芸妓を落籍して同居、そのため夫人の病状が再 したと報じてい のである。
また、社員による出版物が発売中止になる事例も発生している。五月一三日の雑報「窓間安眠の秋に非ず」は、
社員の渡辺義方と和田稲積 、 「四五年以来頓に政論の衰兆を来し従がつて全国民の元気も亦萎靡振はざるが如き傾向」を憂えて「政論の衰運を挽回し斯の人民の元気を発揮し斯の人民の退縮 たる政事思想 喚起」する目的で、『大日本私案国会議員録』 を編纂して、 民間にある 「国会議員たる適当の人傑を徧
あま
ねく指名撰出されん」 ことを広告し、
他紙からも賛同 得たことが じられていた。 かし、翌日の大活字の正誤「広告取消」には、その広告は「不都合の廉あるに付可取消旨其筋より被達候に付」として取消される である。明治二三年の国会開設に向けた民間の政治運動が抑制される一端を、そこからは垣間見ることができるだろう。
一方で、新聞社の経営上に不都合な事態も生じていた。それを報じたのが、六月三日の雑報「新聞売捌所 横着」
であった。売捌所 「本社よりも売捌所へ注文した方が二割四分方も安ひ」購読料で販売していたため、本社注文が漸減したのである。伝票には正規の金額が書かれているために どこの売捌所かを特定できず、 同盟各社よる犯人探 が進行中であるとのことだった。秋には、各紙が新聞紙代を値下げすると う、不景気による影響がすでに売捌所段階で し、新聞社 経営を圧迫してい こ が窺えるのである。
ところで、芳宗の挿画付きの連載記事は依然として、二面 三面の中心的記事として継続されていた。長編では、
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「応天録三五月輪」全六八回（一・二一～四・一三） 、 「幻日記」全六六回（二・三～四・二七） 、 「夢の浮橋」全七二回（四・一六～七・八） 、 「
桜田余聞
花吹雪」全五七回（四・一六～六・一三） 、 「新編
教をしへのみつめん
訓三都面
」全六九回（六・一五～九・二） 、
「剣
つるぎのいなづま
霹靂」全五七回（七・九～九・一五） 、 「明治俠客伝
　
一筆庵可候著」全六三回（九・三～一一・一七） 、 「善悪妙々車」
全五四回 （九・一六～一一・一九） 、 「大和錦」 全七五回 （一一・二〇～一八八七・三・二四） 、 「水仙花」 全三九回 （一一・二一～一八八七・三・一二）などがあった。この内で出版が確認できたものは、 「明治俠客伝」が一筆庵可候著『明治俠客伝』 （一八八六・一二 一一出版御届、一二出版、堀川陸太郎／堀川文古堂）として出版されただけであった。
五月からは、さらに中編といえる連載記事も現れる。 「玉手筐」全九回（五・三〇～六・一三）は、 「或人が其原稿
の先々を見て之は国柄と人物とこそ相違ある物語なれ要するに魯国の虚無党に必当したる話説なれば不穏の嫌おのづから
無なき
にしも非ず且他に慮ぱかる処もあるゆゑ断然中止せよ」との忠告を受けて中絶するが、以後「廻灯籠」全
一八回（六・一八～七・二 ） 、 「娼妓寿
すまんど
万人の話説」全二一回（七・二七～八・一九） 、 「絹屋殺の説話」全二〇回（八・
二一～九・一九）と継続されている。しかし、 「白痴兵衛夢物語」全三回（一一・一八～二〇）も 俄かに差支えの事出来して余儀なく中止致」すとして中絶して る。連載記事 雑報欄の売り物 あったことが分かる紙面作りといえるだろう。
その点を、九月四日の新人記者黒岩大による社説「小新聞の社説」 （九・四）は、 「無用の続き物を載せ或は木版
の挿絵を加ふ の類是なり是等 類は其実全く無事の俗 に媚び楽しませて以て得意にせんが為めに設けたる者なり」と鋭く指摘している。その上で、そうした読者ばかりではなく、 「誨へて以て戒しむの欄」が必要であり、 「中等社会以下多数の人民を警醒する最 の利器」とし 誌面改良が必要な とを論じ いた。
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二月一〇日の雑報「薩長論の受売」は、 「東京日日新聞」の「薩長論」を一枚摺りにした絵草紙屋と「請売をし
た者三十一名昨日警視庁第二局へ引致されたり」と報じている。その続報「出版条例違反の処刑」 （三・一八）は、その版元「平野伝吉（既報では政吉） 」が「内務省へ出版届を出し斯て制規に依れば十日を経たる後でなければ売事の出来ぬを知りながら急の間に利益を為やうと思ひ売出した科に依り同人は東京軽罪裁判所に於て該書現在の銅版一枚及び其製本四百六十部と
売うりあげ
得
金三円七十四銭を没収するむねの宣告を受たり」としていた。一八八三（明治
一六）年六月に改正された出版条例によって、刊行十日前に内務省への け が義務付けられていたが、それ以前に刊行したために無届出版となり、出版条例罰則第一条により処罰されたわけであ
この処罰は、倉田喜弘『著作権史話
』（
一九八〇・四、 千人社
）が言うように、新聞記事を無断で出版したために罰
せられたわけでなかった である。それゆえ、出版社 よる新聞記事の転載刊行は依然として法的規制の外にあったといえる。そのため、この年も続き物や新聞論説が出版され 事態 対して、新聞社 版権を主張する社説が掲載されて るのであっ 。 「新聞の論説、続物の権利」 （二・二六）は、 「毎日発兌する論説続き物の版権を願ひ出るは誠に煩はしく且其の筋に於てもお手数なれば実際行はれ難かるべし」と、日刊新聞であるゆえにその都度版権を申請できない事情を告白して、それを「我物顔に 発売」するのは「道義上の罪人に 即ち人情知らずの欲連中なり」と批判する。しかも、出版され 書籍は校 が疎漏であったため、 「出版発売せんとならば必ず其 筆者編輯人へ相談の上へ其許可を得て而して猶ほ丁寧 訂正校合を請ふべし」という注文 つけた上 「作者の権利の立つべき法律の制定あらん事 切に望む」と、当局 取締りを要請するのだっ 。因みに この年九月に文学的及び美術的著作物の保護に関するベルヌ条約が締結 ていたが、日 は未加盟であった。
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「狂言作者中に作者なきか」 （二・二八）という雑報も、 「或る傍訓新聞の続物を其儘引抜剽窃して只芝居風の狂言に書直せしのみ」という噂を記していた。それだけではなく、前年に連載された続き物「閧音頭日本銀二」の出版を報じながら（四・二八） 、翌月二八日の雑報「著者の迷惑」は、 「絵入自由新聞」連載の続き物の版元になった「枕香堂高崎修助」を批判して、 「示談の上高崎に出版を
許ゆるせ
諾
し者ゆゑ彼是云べき筋はなけれど前にも云通り其校正の
杜撰なる魯魚の誤脱は右も左も語呂にも構はず抑揚にも関せず勝手に文章を伸縮し読者をして絵入自由新聞の記者は斯る杜撰の物を綴りしかと嫌厭の情を起されては取る 足らざる筆なれど甚 だ迷惑の至な ば聊か茲に愚痴を併べて右の三冊子は記者が筆に成しには相違なけ ど其校正 は ざるゆゑ杜撰の責には任せぬ旨を大方の読者にお断はり申す」と注意 喚起するのである。
小説に関する論評としては、四月二、 三日に連載された「独盧坊」の寄書「流行小説句調」が、 「続き物と称する
一種の長物語を掲げゝ が其句調卑劣に て所謂五七言とん〳〵拍子の厄払ひ文章おほく」と、文体が 俗調」で均質的に語られ、人物によ 語調 区別もないことを批判している。また、 「政治小説を論ず いう社説（九・一一）は、流行となった政治小説に対して、 「不平 漏さんと欲し針小 材料を以つて棒大の事実の
似ごと
く捏造して
一時の快哉を喚び」 いう著者の独善的 傾向 批判 だった
イギリスから帰国した末松謙澄の主唱になる演劇改良会が 政財界を巻き込んで八月に結成されて、演劇の改良
は一躍話題となった。それ以前のことに属す 、 「劇場改良の説」 （七・一～三「時事新報」 ）や「演劇改良論」 七一四「東京輿論新誌」 ）などに触発されたためか、 「絵入自由新聞」は、演劇の歴史を参照 た長編の社 「演劇改良の方法如何」 （七・二二～八・二七）を連載していた。 真 我演劇を て改良会の趣意の如くならしめんには俳優
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中の重立たる者二三名を撰み欧米を巡遊せしめて親しく実際の文明演劇を視察するを以つて上策とす」 とする点や、「稗史小説家は差し当り進んで演劇の方へ身を寄せ自ら望んで名誉作者たるの地位に立たば其の自家の本業の改良に勢力を得ることも亦た決して小少にあらざらんとす」などの点を評価して、小櫃万津男氏は「この論説は、劇場の改良はあと回しでよく、俳優の改良こそ優先すべきであると主張するなど、演劇改良会の皮相性を鋭く衝いたり、その改良案に対する具体案を提出して、改良案をさらに発展させたり た意義は大きい」 （ 『日本新劇理念史
　
明治
前期篇』
一九八八・三、白水社
）としていた。
しかし、 この社説の主眼は、 必ずしも演劇改良案の提出にあったわけでなかった。 それは、 「古今共に演劇幷に音楽、
稗史小説の力を以つて間接に人心を匡正し而して治術の要を得たる施政家其人に乏 からざるは具眼者の能く知所ろなり」とする功利的な発想から演劇が捉えられ、 「抑も余輩の演劇改良に付き の一希望と申すは先づ我当路者に向つて言論出版の自由を猶ほ一層寛大にされん事是なり」という提案がなされてい からである。つまり、 「政治小説を論ず」でも「稗史小説は美術の一なりとの説は
廼このごろ
間
少しく信ぜらるゝに至りしが此点に付ては茲には云は
ず」と、小説の芸術性を留保する姿勢にも見られ ように、社会的に行使される の影響力という視野 欠落させた演劇改良論 衝い 、政治的な主張 盛り込むこと あっ といえる。
それは、西欧流の改良が流行現象となる時勢に対して、 「世の中愚老」の社説「臭い改良家」 （一〇・二〇、 二一）
からも窺えるだろう。 「米国には又馬琴 南柯 夢を訳述し小説開けてより斯くも美しき著作あ を見ず是なん東洋小説の神を代表する者なれとて新聞紙に広告を出す人あ 日本の芝居は野卑なり開化人は見る事を厭ふとて頭ごなしに罵り狂ふ人あれば「ミカド」と云へる日本芝居は米国 て喝采を博し欧洲に渡り今や独逸にて興行中なり」
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と、西欧が日本の小説や演劇を称賛する逆転現象を指摘して、 「是は野蛮だと一口に
蹴けな
做
さるゝ日本の風俗が果し
て野蛮やら又之は結構だと羨まるゝ西洋の風俗が果して結構やら 篤と
熟よ
く考へた上で無ければ容易に分らぬ事な
り（略）夫だから此頃改良〳〵とて無暗と騒ぎ立てるのは未だ真実の改良家では無くして改良家臭い改良家なり」と結論するのである。そこには、西欧流の改良に流され 風潮に対して、批評的に介入する姿勢を見出すことができるのだろう。
それゆえ、 「芳野拾遺名歌の誉」という雑報（一〇・二七）では、依田百川による改良演劇脚本を「右の筋書は既
に昔の作者が丹精込め 物せし者と似たとは愚か其儘にて少しばかりは添削せし所あれど文学者の目から評せば「プレギアリズム」 の跡蔽ふ可からずなど言争ふ人も有れ」 と、 盗作の疑いがあるという指摘を報じるのだった。 また、「演劇改良に関る
風うわさ
評
」という社説（一一・二）では、 「勢力を得たる改良論に向ひ駁撃の舌鋒を
磨と
き来りたる敵こ
そ現れたり、即ち高田、坪内の両文学士先生是なり」として、末松 論批判への関心 示すのだった。
坪内逍遙「末松君の演劇改良論を読む」 （一〇・二〇、 二一「読売新聞」 ）は、末松謙澄が一〇月三日に一ツ橋
の第一高等中学で行った演説を批判するものであった。この演説筆記は 「東京日日新聞」 「郵便報知新聞」 「時事新報」 「改進新聞」などが連載で報じ、翌月には市東謙吉の速記で『演劇改良意見』と て出版されていた（一八八六・一一・一三版権免許、一一出版、文学社） 。逍遥は新聞連載に基づき、末松が「演劇は美術の一たる事を忘るべからず」 （一〇・五、 六「東京日日新聞」 ）とする認識を踏まえて、 「外形は美しからぬも之 を視る の人々をして美妙の感覚を起さしめなば是豈美術の美にあらざるべけんや」など 批判する。それに対 、末松が「春や主人に答ふ」 （一〇・二三「読売新聞」 ）で応え、さらに逍遥が「再び末松君に質す」 （一〇・二六「読売新聞」 ）で
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応じるという論議を巻き起こしていたのである。
また、高田早苗は、一〇月二四日に浅草井生村楼の学術演説会で「演劇改良の説」を演説して末松の改良論を批
判していた。その概要は、 「東京日日新聞」 （一〇・二七～二九）に連載され、 「狂言を改良せんには社会を改良せなければならない、社会が万事不改良でありながら狂言のみを改良するはむづかしい」としていたのである。これらの批判を好意的に評す 社説を掲げる「絵入自由新聞」は、改良論に距離を置き、政財界を巻き込んで推進される演劇改良会の動きに、批評的に介入しようとする姿勢を一貫させていたといえるのである。一八八六（明治一九）年１月４～
20日
　「温古伝牡丹屋敷」全一四回
　
＊雑報欄に別行見出し、芳宗、年恒の挿絵付きで連載。
１月４～
26日
　「花姿狂舞胡蝶幻」全七回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。１月
14日末尾に「当編の記者川上鼠
文大方の看客方に謝し奉まつる昨今は
了さすが
得
に新玉の一月だけ必用の種沢山にて紙面に余白稀なるにぞ本編も氷
柱の雫同様折節ボツ〳〵の掲載に看官方よりお叱の端書も再々なれど如何にせん右に
述のぶる
がら訳ゆゑ今暫く御猶
予の程偏へに願ひ上升ると筆に口上書の如し」と断られるが、２月２日の雑報「川上鼠文
　
同人儀何やら都合
ありとて去月限り弊社を辞退いた ました依て（花姿狂舞胡蝶幻）はあれぎりといたします由」とされる。
＊１月４日
　「雑報」
　「新書出版
　
南総里見八犬伝（和洋両綴）の第二十冊は例の成文社より女学叢誌の第三号は
績文舎より京橋区南伝馬町一丁目の書肆叢書閣より発兌にな たる新編
□けい
閤伝（第一回第二回）は幽夢処士遺
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稿柳外漁夫増補に係る此書は豊臣氏遺烈の傾き亡び徳川氏基業の堅く栄えし事蹟を詳細綿密に記しし史家参考ともなるべき良書なり」
＊１月７日
　「雑報」
　「官報
　
官報の印刷は従来印刷局にて印行せられしが何分内閣の官報局と遠隔なるを以て今
度更に旧太政官内へ印刷所を設置されたり又同報の配達方は従来駅逓局にて取扱かひをられしが是又同局 て別に配布人を置かれ直接に配達さるゝと云」
　　
「発兌
　
泰西習字本全一冊は京橋区西紺屋町の秀英舎より発兌になりましたが横文を習ふには至極簡便なる草
紙なり又た嚶鳴社発兌の東京輿論新誌は是れまで月に三回の出版なりしが本月より毎水曜日の発兌に改たまりたり」
　　
「大全英和辞書
　
曩に神田西福田町の書肆伊藤誠之堂より出版せし同辞書は訳字適切印刷鮮明なること誤字腐
訳のものと違ひ大いに江湖の喝采 博し忽地にして五千部売切 るに付き其の御礼の為今般一万部を増摺りし原価を半減して諸君の需に応ずと云ふ詳 くは去る四日の広告を見給へ」
＊１月８日
　「雑報」
　「蓮華往生鮮血台
　
第二号が例の五樹堂より出版になり日本橋区新芳町十二番地良明堂で大
売捌を為ますが是は柳葉亭繁彦氏の筆 して年恒氏が挿画なり事柄は下総関宿の藩士小泉半之丞と伊達弁之助との一件の世に名高はなしなるを例 伊藤潮花が口演を基にして作りたる随分面しろき雑誌也」
１月
10～
13日
　「防長学事沿革」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊１月
12日
　「雑報」
　「南総里見八犬伝
　
の第二十一冊（和洋両綴）は例の成文社より出板」
　　
「女学叢誌
　
第四号が例の南鍋町二丁目十一番地績文舎より発行になりました」
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「広告」
　「東京絵入新聞
　
一月廿八銭○広／告料一行五銭日／数に応じ充分割引／
知しら
では済ぬ御布告お達が今
度掲示されなくなつた以上は役所へ出て官報を拝見せねばならぬか当新聞には前日の御布告お達を翌日残らず仮名付で載せ居 がら是を知り其上世の中の事が何でも知れて代は一月前の通り／尚々当新聞は昨年改良以来大に江湖の御愛顧を増し刷出高弥々相加はり候間御礼のため益々勉強記事に注意仕 候に付御求の上尚一層の御愛顧を希ひ上げ候／東京尾張町／二丁目二十番地／絵入新聞両文社」
＊１月
13日
　「雑報」
　「新書出版
　
山田昌邦氏編輯の海上衝突予防規則問答は修静館より幼学新誌の第二十八号は
幼学社より文学叢誌の第六号は万春堂より孰れも出板」
＊１月
14日
　「雑報」
　「新書出版
　
幼学新誌の第二十八号は例の幼学社より明良二葉草の（六編七編）は銀町の澤
村屋より出版にな ました」
＊１月
15日
　「雑報」
　「吾妻新誌
　
第百一号が例の三十間堀河岸九春堂より出版になりました」
１月
16～
20日
　「布哇国移住民の様子」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
１月
16、
17日
　「ごた〳〵」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊１月
17日
　「雑報」
　「大日本教育新聞
　
予て計画中なりし同新聞は弥々来る廿日第一号を発兌する由」
　　
「幼稚智恵のみちびき
　
同書は専ぱら西洋に行なはる知恵の板を解釈せし者にて遊戯の中に智恵を増さしむる
者なり右は知恵の板附属にて今度神田雉子町の書林□裕舎より発兌したり」
　　
「共隆社の初春新版
　
稗史出版を以て有名なる例の共隆社は本年初春の新版として故烏有散人の著作に係る福
聚奇遇玉照物語（前後二冊帙入）を発兌しお年玉として出版物一口話と題する小冊子を添て売 たるは 々の
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勉強と謂べし」
＊１月
19日
　「雑報」
　「徳川類聚法規
　
其筋にては先般中より旧法規乃はち徳川政府が開府以来より慶応四年まで
の諸規則を取調べ中の由なるが右は昨今天保元年まで遡のぼりて調べ済たる趣むき此書大成のうへは徳川類聚法規と名けられ永遠に保存され 由也」
１月
20、
21日
　「高足先生に賛成す」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
20日冒頭に「左の一篇は在本所天地間
人長脛太郎氏 投寄に係る立論簡易にして味あるを覚ふ仍て採録して本紙の首欵に代ふ
　
自由記者
　
白」とあ
る。
＊１月
20日
　「雑報」
　「佳人之奇遇
　
第二篇（三、 四、 二冊）は日本橋区久松町の博文堂より発売になりましたが第
一篇に次いで愈〳〵佳境に入り覚えず案を拍て快哉を呼ばしむる悲壮の書なり」
＊１月
21日
　「雑報」
　「清仏船栗毛合本
　
初編二編は伊東橋塘氏作三編より五編迄弊社の川上鼠文が編を次し滑稽
笑談清仏船栗毛の合本が京橋の松成堂より昨日売出しになりました」
１月
21日～４月
13日
　「応天録三五月輪」全六八回
　
＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
＊１月
22日
　「雑報」
　「佳人之奇遇を評す
　
同書第二編の発兌になりしことは已に前々号の本紙に掲げしが今記者
が一読の上其略評を下さん 三の巻の首東海散士病を勉めて幽蘭女史 居 訪ひ逢ず纔に遺す所の一書に依り女史は紅蓮、范卿と共に幽蘭将軍を救はんが為め西都に急行せしこ を知り散士遺憾の情に堪へず是よ 病の再発し殆んど 書を
中はい
するに至るの一段は是れ此の篇中散士失意の第一着読み
中なかば
に至り散士初めて波寧流女史
を見或は慷慨時事を論じ或は綺語艶話を為す其間女史の作に係る報国詞の謡あり字々凛冽句々凄惨先づ愛蘭衰
横浜市立大学論叢人文科学系列　2015：Vol.66 No.3
16359
弊の状を叙し次に英国暴戻の状に及び遂に慷慨悲壮の字句を以て收む是れ此の篇中散士得意の第一着四の巻開巻波寧流女史の訃を聞き散士愕然として驚き喟然として嘆ずるものは前の幽、紅二女史等の死生未だ詳かならざるに忽ち此の女史を失ふ是れ此の編中散士失意の第二着少しく読んで散士波寧流女史の旅襯を吊ふ際図らず紅蓮女史 再会し旧 話 新を語る是れ此の編中散士得意の第二着是より幽蘭、范卿の起居に関し女史の譚中幽、 、范、の三人遂に西都に入り幽、紅 二女丈夫巧言令色以て幽将軍に繋るゝ獄 主城長王羅を欺き幽将軍を獄裡より救ひ出さんとする 策略 及び層一層より佳境に入るを覚ゆるを未だ其の密策秘計の蘊奥 叩くに及ばず且果して其事成や否今一二葉 て釈然氷解すべき所なる 其此に至らずして二篇 筆を収め読者をして渇望已まざらしむるは是れ此の書中散士が最も得意の所か」
　　
「よし宗
　
こと
辛やう
やく
病あんばい
気
が癒りましたで昨日から元の通り絵を画はじめましたほどに相かはらず御愛覧を願
ひあげます」
　　
「大日本教育新聞
　
同新聞を一昨日京橋区元数寄屋町三丁目五番地教育社より発兌されたり」
＊１月
23日
　「雑報」
　「東京大学の別課
　
曩に同大学総理加藤弘之君の職を元老院に転ぜられし以来引続き兼任を
解かるゝの教授講師少しとせず又た各部長に 公用の次第ありとて一週間余も授業休みあり偖ては改革の手始めなるべし改革の内儀なるべしと同学生等は種々の取沙汰する にも文学部附属古典講習科は元来我古典科にして前総理加藤君 尽力に成れるものなり今や総理去て他 転ず聞く所に拠れば森文部大臣には痛く漢書国書を講習するを無用視せられければ多分今回の改革にて我古典科を廃せらるゝ 知る可らず否な廃止するに内決したり抔噂の末一同協議して前途を誤らざる様にと已 過般より心配中なり且つ従来授業の 暇各学生 閲
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覧室に出頭して参考書を閲するを例とせるが殊に同科生徒の如きは精々出頭せる方なりしが目下は甚だ稀れなり（略） 」
　　
「西洋噺英国孝子伝
　
当時新富座にて狂言に仕組（西洋噺日本写絵）と題し興行中なる西洋噺英国孝子伝は落
語家の親玉三遊亭円朝の演述を若林玵蔵氏が筆記され挿絵を加へし美本が下谷徒士町一丁目の速記法研究会より発兌」
　　
「国民の本筐
　
南総里見八犬伝（和洋両綴）の二十三冊が例の成文社より出板」
＊１月
24日
　「雑報」
　「除名とゞけ
　
新聞雑誌等の社主持主印刷人編輯人等にて署名せし者が是まで都合により除
名する時は届ばかりにて相済来りしところ以来は其筋へ出願のうへ指令を得てからでなければ除名が出来ぬ事になると云ふ噂あ 」
　　
「浮川福平氏
　
仮名垣魯翁十哲中の随一人なる傍訓新聞記者浮川福平氏は先頃まで西京の絵入新聞社に在しが
約定の期満て此程帰京し暫らく
閑あすん
散
で居られし処ろ今度又尾州名古屋の絵入扶桑新報社へ聘され入社の約整ひ
しに付き今廿四日同地へ向け筆を荷ふて出発されたり」
　　
「新富座と東連との紛紜
　
改進新聞三益社員諸氏が発起に成れる東連は芝居見物連の中に就て尤とも上等の連
中なりしが一昨日 改進新聞を見るに新富座の今度の狂言総幕□ 揃つたに付き連中一同見物すべき処同座に於て前々よりの約定に背き不当不信義の事を申し出たるに付き当連 ては同座 限り自今以後決して見物致さず云々の旨を東連幹事より広告されたり右は如何なる紛議かと事の序に聞糺せ に元来同 は東と云る字に因み必らず東 下桟敷上等の場所にて見物する規則なる故最初同連を
組くみたつ
織
る時新富座に掛合ひ其演劇の大入不入
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に係らはず同連見物の節は必らず東の上等下桟敷を売渡すべき旨を約定し其契約書を取交し置たるにも係はらず同座は今度其約に背き同連幹事より見物の事を申し入しも東側の座敷は皆な売切たる旨を以て拒絶り更に其求に応ぜず茲に於て 幹事は
磤はた
と怒り西側の下等場所にて見物する位ならば何ぞ始より斯の如き手数の係る
契約抔を為し置べきや如何 不信義を常とする芝居者たりとも余と云へば不当なりと偖こそ此広告 なせしなりと此末如何に局を結ぶ 兎角新富座 新聞社会と折合ぬと見えます」
＊１月
26日
　「雑報」
　「新書
　
女学叢誌の第六号は京橋区南鍋町二丁目十一番地績文舎よりかなのざつし（五）は
下谷練塀町四番地ふきう やより発兌」
＊１月
27日
　「雑報」
　「本が出ました
　
詩文詳解第百八十六集は成章館より女学雑誌第十三号は東京女学雑誌社よ
り国民の本筐里見八犬伝第廿四冊目（和洋両綴とも）は成文社より新宮巍校閲朝倉禾積編輯仏国女傑如安実伝自由の新花と云ふ小冊ものが例の丁卯堂より右 いづれも出版になりました」
＊２月２日
　「雑報」
　「御披露
　
久しく芳譚雑誌の編輯を主監し其後絵入朝野新聞の続話を担当して居りたる柳葉
亭繁彦こと今度弊社へ入社いたしましたから皆さん何分御贔屓を願ひあげ升」
　　
「川上鼠文
　
同人儀何やら都合ありとて去月限り弊社を辞退いたしました依て（花姿狂舞胡蝶幻）はあれぎり
といたします由」
　　
「本が出ました
　
南鍋町二丁目績文舎より女学叢誌第七号を万町活東社より親釜集第卅一号を南鍋町成文社よ
り国民の本筐南総里見八犬伝第廿五号（和洋共）を蛎殻町二 目日蓮宗教報社より同教法第九号を長谷川町菱花堂より大日 力士銘々伝を右何れも出板になりました」
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２月３日～４月
27日
　「幻日記」全六六回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。４月
20日から挿絵
はなくなる。
２月３～
18日
　「孝行娘の噺し」全五回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。五日以後は「孝行娘」となる。
＊２月４日
　「雑報」
　「時事新報寄書の解釈
　
昨日の時事新報寄書欄内を見るに銅鉄生とか云る人より同社へ寄た
る手紙を載たるが其文意は朝野新聞が頼まれもせぬに旅行者の便を謀りて日本郵船会社の船舶出入広告を掲げたる事を喋々と賛成だか嘲弄だかされたる者にて時事新報とも称るゝ堂々たる大新聞の事々しく論じ立られべき程の重大事件とも思 れず今一層激しく云ば恰も此程歌舞伎新報の奴隷記者とか自称さるゝ先生が団十郎の技芸批評 件に付き今日新聞に対つて筆鋒の喧嘩を売り今日新聞記者亦此 喧嘩を買 互に其紙面を埋めたると一般時事新報が該投書は実に大人気 くも馬鹿〳〵しく社会の地位や高尚に赴むき従来小新聞と蔑視され居たる我々まで大に其記 改良し勉めて贅筆を省く 今日陰に倫敦タイムスを以て任ぜらるゝ同紙上に如斯き投書を掲載さるゝとは片腹痛くも苦々しく同新報の為に惜まざ を得ざる訳ではないかと人の疝気を頭痛 病み頻に読で居ると傍に在たる活版小僧曰く先生夫では貴郎の読方が違ひ す此投書の隠微は朝野新聞は広告の頼人がないの 余白塞げ 止むを得ず日本郵船会社の船舶出入を無代にて広告し其襤褸を覆はんため旅客の便利を謀る抔と表向立派な看板を掲げ声価を増進せんとの苦策 が時事 報は声価もあり広告も有余り中々盛大だから己の新聞は無代では広告しない正に判然と代料を取 広告するナントゑらいだらうと自分 褒め他を誹った訳でありますト負ふ 子に浅瀬 教へられ成程〳〵然 て見ると弊社も亦同会社よ の依頼に応じ正判然と広告料を頂戴して船舶 出入を いたし ゆゑ時事新報と 様此投書 依て聊さか鼻 高い訳ゆゑ
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先は其趣きをかくの如し」
＊２月５日
　「雑報」
　「万国史直訳
　
是は米国ハーレー氏の原書を戸代光大氏の訳述したる書にて亞細亞亞非利加
の部を今回本町二丁目中外堂より発兌せり」
２月
10～
13日
　「鮑礁の調査」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊２月
10日
　「雑報」
　「薩長論の受売
　
日報社にては先頃発兌の東京日々新聞へ薩長論と題する余り珍らしくもあ
らぬ理屈を長々と記載されしが盲 千人目明千人の世の中不思議にも時好に適せしと見え幾分かの声価を得たりしかばイデや此論を別に印行 て発売せんと計画中諸方 絵草紙屋又は書籍店にて早くも之を一枚摺となし発売して居るので同社では素早く受売をする狡猾者のあるに驚ろき何者が魁がけしと段々調て ると芝区浜松町一丁目の絵双紙地本問屋平野政吉が該新聞を抜萃して印刷に附し出板条例の手続をも踏まず発売せし 云ふ事が判然せしかば早速同社より右の趣むきを告発したので政吉は勿論請売をした者三十一名昨日警視庁第二局へ引致されたり」
＊２月
11日
　「雑報」
　「実用新聞
　
予て評判ありし同新聞は一枚五厘一ケ月十二銭にて官令を始め雑報論説等専ら
簡明実用を旨とせられ来る二月十三日より発兌せらゝ
（ママ）
よし発兌元は卅間堀二丁目一番地の実益社です」
　　
「巷説児手柏
　
昨今故人と成りたる三世柳亭種彦翁が著述したる児手柏は一冊読切りにして例の稗史出版所の
老舗共隆社より出版に成り升 」
　　
「本が出ました
　
例の九春社より吾妻新誌第百三号を女学雑誌社より同雑誌第十四号を日蓮宗教報社より同教
法第十号第十一号を各発兌英国商船法を九春社より妹と背かゞみ第二号を会心書屋より八大家文講義第四十二
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号は相生社より右何れも出板になりたり」
＊２月
14日
　「雑報」
　「実用新聞
　
前号に記載したる実用新聞は弥々昨日其第一号を発兌せられたるが至極小型の
良新聞であります」
＊２月
16日
　「雑報」
　「絵入時事新報
　
傾日諸新聞に広告の有る同新報は定めて朝野新聞の絵入朝野のやうに時事
新報と一体分身 同新報の保□も有る同主義の新報と思ひの外一昨十四日の時事新報に左の通り出て居ました／絵入時事新報とか云題号の青色紙の新聞紙を近日東京にて発行する積りの由各新聞紙上 広告あれ共時事新報社にては一切之に関係なし文化日進の明治の昭代種々の新聞紙の出没するは誠に目出度次第なれ共名の紛らはしきは当局者の為にも看客の為にも不便甚だ尠からざればお互ひに遠慮 べきことなる可し附て云右絵入時事新報なるものは何月何日より発兌致すと立派に広告しあるにも拘らず新聞条例に依 て其筋へ願出等の手順も未だ運び居ざるよし」
　　
「一大新聞発行の噂
　
旧臘以来諸官庁にて非免の沙汰有し諸氏が憤発し今般府下に於て一大新聞を発兌せんと
現今専ら計画し居る由」
　　
「本が出ました
　
万町話東社より親釜集第卅二号を発兌したり」
＊２月
17日
　「雑報」
　「絵入時事新報
　
同新報云々の事に就ては昨日も既に真誠の時事新報の記事を抜て記したる
事あり候が今又昨十六日の時事新報を見るに左 一項を載られたれば弥い 以て該新報の広告者が心底ケブで御ざるて／絵入時事新報
　
東京京橋区滝山町二番地に絵入時事新報社とかいふものありて青色紙の絵入時事新
報といふ「天下無比の良 聞」 「古今独歩の好日報」とかを発行し其第一 は大附録を添へて来る廿日に売出
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すよし一昨日東京の各新聞に広告ありしが尚ほ我々の探聞する処に依れば此絵入時事新報といふは「新聞」にもあらず「日報」にもあらず况して保証金千円を添へて其発行を其筋へ願出でたる者にては固よりなく唯一度の出版にてお止になる筈のものなるよし現に昨十五日は同社 店前に第二号以下発行仕らずと筆太に認めたるビラを下ありし 」
　　
「錦絵
　
浅草森田町廿番地絵双紙問屋奥井忠兵衛は利久節とか唱へたる二枚続きの錦絵を発兌せしところ右は
正当の手順を経ず無届なり 故深川八名川町警察署より告発せられたるに付該絵紙印刷器帳簿等まで悉皆差押へになりました」
＊２月
18日
　「絵入自由新聞」
　「歴史編纂の改良を望む
　
在京
　
古狂生寄稿／余泰西の史を読む毎に未だ曾て感嘆
措く能はざる者あり何ぞや曰く歴史編纂の体裁是なり今眼を翻へ て吾邦及び支那の歴史を観一観するに其編纂の体裁たるや之を西洋の歴史に比れば甚だ不完全にして未だ以て歴史の本義を以て言ふべからざるなり歴史とは何ぞや之を概言すれば人間生活上の記録 夫れ然り実に此 広大の意義を包含す何ぞ唯其 一部分を記するに止まらんや然 に吾邦及び支那の歴史を以 見れば唯当時 帝室或は英雄 事蹟闘戦の景況を記する而已にして一も其 民間社会 於て煥起 る処 事情を る 由なく唯文章の巧妙を見る而已にして余が所謂歴史に非ざ なり嗚呼千歳の下をし 千歳 上に在て現出 た 社会の事情を知らしむるものは歴史なり歴史は実に人間社会に在て重大の関係を有 豈に旧来 編纂を改良せずして可ならんや／夫れ民は国の本一国の状態を記せんと欲せば須ら 先づ民間の状態を記載せざる可からず是れ自然 勢にし 当時政府の施政開化の進度は勿論社会上 現出したる者悉く知 得べ 若し其れ して旧来 如くな めんか 間
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状態施政の如何開化の進歩其他の事々物々明知するに手段なし其の或は知るありと雖ども僅に雑書を探ぐり其の一小部分を知るを得る み豈に歴史と言ふを得んや而して泰西諸国 歴史た や其の人種言語の由来開化の進歩即ち百工技芸学術の進歩或は政府の施政其れに因て生ずる処ろの結果農商の盛衰如何（以上尤も歴史上に於て緊要なるもの）帝室の状態英雄の事蹟等社会上に現出した 森羅万象一も漏すなく之を記さゞるなし是に於て千歳の下能く千歳の上を眼前に見るを得初めて歴史の名称を下すべきなり／然り而して従来我邦及び支那の如き歴史を編纂す に当り多くは朝命を奉じて之れを記する者あり或は自ら之を記する者あり 外史と言ふ我れ之を聞く昔し頼山陽の日本外史を編纂す や其文章激烈にして当時の施政を是非 実に仮す処なか しに翁自ら憚る処有て之を削除し今 とはなりたりと言ふ嗚呼頼翁 し 当時の政府 憚る夫れ如此况んや命を奉じて之を記する者 や豈慨嘆 至りならずや（略）然らば歴史編纂の体裁を改良する其の手段如何ぞや曰く漢儒の編纂を待たず斯の十九世紀 新空気 呼吸した もの宜しく是れ 従事すべきなり其 之を編纂する須ら 泰西諸国の歴史に擬し以て満社会 状態 記し千歳の下 して隔履掻痒 憾なからしめんことを余輩の敢て望む処なり／又編纂の体裁を改良すると同時に文章 改良 望む抑も漢文の如き実に巧妙 則ち巧妙なりと雖ども而かも其の範囲甚だ狭く其の意解し難 且つ迂なり又之を実理上より観るも徒 虚文に過ぎざるのみ余輩固より文章の巧妙 喜ぶと雖ども然れども実 き 文章 喜ばざるなり然り而 今日 社会は進化の理に依て化醇し漸く実理の世界となる然 彼 漢文を以てせば今日 社会 於て大ひ 権衡釣合を失するに至るべし是れ亦た漢文体の面倒 るものを廃して宜 く泰西 史体 摸すべきヶ條 要部な 聞 此の歴史編纂の体裁の事に就ては已に学者 論あ ト然 ば乃ち の行はるゝ も亦た遠きにあらざるべきか
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余輩猶ほ鄙見なきにしもあらざれども今は唯だ其の概略を述べ置くのみ大方の君子幸ひに斯に注意あれば可なり」
２月
20、
21日
　「開化講談師の出るを俟つ」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
21日には「余輩嘗て或洋行生に
聞く欧羅巴諸国には無知文盲の人民多く目に一丁字を知らず耳に道理 聞き分る 力なき者少からず顧みて我国の人民を見れば遥かに上等に位せり云々と一寸聞けば如何にも虚言らしく我国の人民を
溢ほめすぎ
美
たる口上に似た
れども熟〳〵考ふ 決して然らず之れ 相違なかるべし成程西洋諸国は文明の進んだ国柄にて学問技芸其の他万般の事物が開けて居るに違ないが此は之れ重に中等社会以上の事 て 下等社会に至つては箸にも棒にも掛らぬ人間多しト云ふのは土地の開ける 随つて自然人口が殖へて来る人口が殖へるに随つて無頼の徒も亦た増すは免れ難き数なり例へば我東京府下の人口 八十万人 云へども寄留人や止宿者或は親類朋友の宅抔へ何んとも名を付けずお客兼食客同様に泊り込んで居る諸国の落 を合算すれ 必ず百万人以上或は百五六十万人の多きに至るな ん田舎地方の人口は著しき増減なきも都会は然らず世の中の景気不景気ともに都会へ〳〵と飛んで来るは何の国でも普通人情と見 る去れば人口多ければ其 中 は無知文盲者も其の割り合 多きは実地に就て知るべし前云ふ或洋行生の説も全く是等の話ならん却説其 大勢の には種々雑多の 物あると為た所ろで此の輩に普通の教育 授るは至極六ヶ敷事にして迚も行き届くべからず尤も少年子弟には小学或は中学等夫れ〴〵の学校あれば結構なる事な 大 には適せず然れば大 をして世の開明と共に相当 学問を為さしむるの方法如何と云へ 先づ社会教育を受け むるより外簡便 して且つ手間 掛 ぬ仕方はあるまじ一体社会教育とは何んなものかと云ふに俗に謂ふ世 景状を見よ人中で まれよト 即ち此 社会教育 事
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にて別に斯して彼すると云ふ程の規則もなし唯だ世の変遷と共に知らず識らず化せらるゝのが社会教育の修行にて委しく云へば未だ理屈があれ共先づ早い話が此の節イナセ肌の兄イ達が話を為るを聴くに己達とか私とか云ふ所ろへ僕だの我輩だの又た手前と云ふ所ろへ君だの何だ と書生風の当世言葉 遣ひお負け 片言ながらも漢語など囀り紋〳〵の文身をばフランネル
襦しやつ
袢
で
陰かく
して居る抔は少しく当時の社会教育に化せられたるも
のと見ゆる抑も人心をして化せしむるものは情の作用を以つて一番大ひなり す勿論知識の力は人心を改め進ましむるの大功ありとは云ふも ゝ動も れば情の勢力の為め押へらるゝ事あ 凡そ世の中に理屈程恐ろしいものはなけれども其の理屈も情の為めには時〳〵妨げらるゝ事あり其の例証を挙ぐれば多くあれ共余り
絮くだ
〳
〵しければ略す請ふ実際に就 少 気を付けられよ直ぐ会得すべし左れば情は人心を取り押へ人間の体は情の為めに支配さるゝ 云つても宜し果 て然りとせば人間 手短く云へば人情を本として其の急所を
刺つゝけ
衝
ば
如何なる人物 其の心を動さしむるを得べ 而して其人情を刺衝く器械はと云ふと先づ第一稗史小説又は演劇音楽又は講談等の類なり落語も全たく其の効なきに もあらず近年稗史小説 進歩長足に至り 道人心に裨補ある作多く世に出るを見る然 に
演しばゐ
戯
以下のものに至つては
悲
かなしひかな
　
夫一歩も二歩もイヤ数百歩後れたり彼団洲
の活歴主義も凝つては思案に能 ず世の具眼者 笑草となり松林派の開化講談も亦た勢ひ盛ならず今世は何に限らず
風しほどき
潮
に従はねば甘く行はれざるに取分け新奇の改良を用れば世道人心に裨補少からざる演戯講談の類の
如き矢張其の儘に打ち捨て旧来の風習に泥み居 は如何 残念 夫ともホンノ一時の翫弄物 積り りと云ば余輩入ざるお世話を申し 余計な悪ま 口を叩かんや余輩 私 希望する所ろは凡そ何事何者によらず之を利用して世に益あるものは少に も有用 方へ向け度しと思ふ み余輩の開化講談師 続〳〵出ん事を俟は
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其の意全たく此に在るなり」とある。
＊２月
21日
　「雑報」
　「絵入時事新報
　
該新報は先頃弊社を始め各新聞へ公然発兌の広告を出しおきながら種々の
噂ありて為に世人の疑惑を起さしめたるにも係はらず昨日の時事新報に弥々明廿一日第一号発兌の由を広告したり然ど其筋へは未だに何等の届も く相当の順序を経 と云ふ右に付き時事新報社は昨日其筋へ召喚され該広告依頼人の宿所等尋問ありしと」
＊２月
22日
　「雑報」
　「いろは短歌
　
犬も歩けば棒に当る、論語読みの論語知らずなど云ふ昔しの儘のいろは歌留
多を米国人が殊のほか珍重がり此ほど同国桑港の商人チヨーセフ氏より東京 或る絵双紙屋へ右かるたを数万組注文が有つたとのことです」
２月
24～
27日
　「破鍋まつりの由来」全四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
２月
25～
28日
　「山県大弐一件」全四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
26日は「山県大弐処刑のつゞき」 、
27、
28日は「山県大弐のつゞき」と題される。
＊２月
26日
　「絵入自由新聞」
　「新聞の論説、続物の権利／著書飜訳書の類は版権あつて他人の猥りに出版飜刻す
る事能はざる法律の保護あれば大丈夫なれ共偖て此の版権なき物即ち政府に於て版権を与へらるゝの限にあらざる物あり例へば新聞紙の論説或は続き物の類是れな 尤とも之れも其の筆者或は編輯人より版権を願ひ出れば許可にならざるの理はあらざるべしと雖も毎日発兌する論説続き物の版権を願ひ出るは誠に煩はしく且其筋に於てもお手数なれば実際行はれ難かるべしと左れば今日 所ろにては誰れでも彼れでも勝手次第に新聞紙に記載しある物を抜き取り之れを我物顔に出版発売し毫しも遠慮用捨なし実に苦々敷話ならずや此は畢竟版権
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を得ざる物にて法律の保護以外なれば致し方なしと云ふと雖も斯る狡猾手段を為し不義の利益を貪らんとする者は道義上の罪人にして即ち人情知らずの欲張連中なり此の連中の多き事実に吃驚するに堪へたり其の筋に於て是輩の狡猾手段を防ぎ兼 其の筆者編輯人 権利を保護さるゝの方法はなきものにや已に其の筋に於ては甲新聞紙の記事 ば乙新聞紙へ抜き書きする事さへ夫〳〵の法則を設けられ他人の労力を窃み取 事 漫りにすべからざる様取り締あり然れば数項の記事さへ随意気儘に転載するが如き事より尚ほ一層精神と労力を費しる数日若しくは数十枚の紙 へ掲載したる続 物の類を其 筆者編輯人へ一応 断 も くサツサト
と（ママ）
盗み取
り之見よがしに一部 本に仕立て出版発売す 抔は随分人 馬鹿 致した所業に非ずや仮へ如何に板権なきもせよ法律の保護以外のもの せよ道義上の罪は免るゝ事能はざるなり勿論是輩は道義 罪は愚か動 すれば法律の犯人となる事さへ左迄恥と思はぬ言語同断沙汰 限り不埒千万の人間なれば到底義理人情 理合を説き諭すと雖 悔悟す 筈な ト云つて今申す通 法律保護以外なれば詮方 し然 而 て斯くの如き狡猾手段が流行するに随ひ其の間に種々の弊害を生ずる中にも第一其の筆者編輯 名誉に関する事あり其は何かと云ば前申す通り抜き取り出版□□□□は新聞紙に掲載 るものを其の儘抜 取り少しも訂正校合抔に注意する事なく偶〳〵校正印刷の誤 あるも其の辺の所ろに頓着なく間違 廉は間違 儘に打ち捨て置くが故へ 製本上へ杜撰疎漏の廉多し此は筆者編輯人 知らざる所ろ して其の迷惑も亦 甚しと云ふべ 近頃市中 本屋に於て古人の名作に係る稗史小説類の活 印刷本 発売 見る 文字 間違校正 疎漏 為め原本 意を失なひ誤るもの少からず此本 著作者は定て草葉の蔭にて泣き悲しみ居 らんと思はる一体他人の著作或は飜訳に係るものを猥に取り扱へば其の物を害なふ 恐れあり滅多 手 付け得べき にあらず然れば若し出版発売
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せんとならば必ず其の筆者編輯人へ相談の上へ其許可を得て而して猶ほ丁寧に訂正校合を請ふべし而して後ち出版する事に為れば其の作者に於ても遺憾なく又た出版人に在つても
後
うしろくらき
暗
事なかるべく双方共に和熟すべし
今日の有様にては実に不都合不体裁極まるものあれば何分其筋 於 右に関する取締法を設けられ他人の著作或は飜訳 新聞雑誌 掲載しあるものと雖も其筆者編輯人 無断にて抜き取り出版する事相成ざる様即ち作者の権利の立つべき法律の制定あらん事を切 望むに堪へざるなり」
＊２月
28日
　「雑報」
　「狂言作者中に作者なきか
　
骨を換へ体を奪ひ一條の趣向を立る事は作者の常とは云ながら
此換骨奪胎と云ふ事は余程六かしき事 て博学多識の人に非ざるよりは容易に為し難く多くは人の趣向を其身其儘に
剽ぬすみと
窃
り僅かに其名題を取換る位に止まり而して自己筋立せし如く世人を
誑あざ
むき括として恥る色なき者は
誰ぞ目下の狂言作者皆是なりト申さば定めて怒るか如何だか知らぬが此頃世間の噂に依ば今度或る座にて興行すると云ふ目下計画中 狂言 或る狂言作者 巨擘が自慢大天狗 新案なり抔喋々吹立れど其筋書を見たるの話には新案には違ないが此種は或る傍訓 の続物を其儘引抜剽窃して只芝居風の狂言に書直せ のみなれば強がち該狂言作者が腹の中から出た趣向ではないと云 れたり果して然るや否 演劇を見ての上ならでは可否の評は下し難けれど若も 説が真正ならば現時 狂言作者中ほんたう は一人 無し笑止〳〵と嘲げられても豈
よも
夫言分は厶るまい」
２月
28日～３月
11日
　「対の編笠」全八回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
３月 、 ３日
　「日本左衛門の人相書」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。３日は「日本左衛門のつゞき」と題される。
＊３月２日
　「雑報」
　「本が出ました
　
例の活東社より親釜集卅二号と弓町八番地公論週報社より題号の如き週報
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の第一号を発兌又女学叢誌第十一号は例の績文舎より出版」
　　
「広告」
　「 （略）宇田川文海先生序
　
歌川国松先生画／四文字舎半笑子作／当世娘性質／西洋綴頗美本定価金
五十銭／案外の大安売卅五銭
外に郵便税金八銭
／該書は半痴先生の序詞にも述られし如く四文字舎半笑大人が東洋の大勢
に感ずる処ありて慷慨の意を艶麗の筆に綴り悲憤の気を滑稽の詞に述たる一小説にして意匠の新、脚色の奇、人の脳を刺し人の頤を解くに足る者あり一回日本絵入新聞に掲げ江湖の喝采を得新奇の評江湖に喧伝す今や弊堂宇田川半痴先生に請て之が字句を削正し文章を潤色せしめ歌川国松氏を労して数帖の口絵中絵を挿さみ之を編輯して美麗なる一小冊子に綴り既 行す伏請ふ日本絵入新聞に於て一読 経玉ふ諸君と又未一読し玉はざる諸君に係はらず続々購求して結構 奇、文章の妙、挿画の美とを併せて賞翫したまはんことを（略）宇田川文海先生 著
　
旭亭芳峯先生画／何桜彼桜銭の世中／
西洋綴頗美本全一冊定価金一円
案外の大安売／五十銭
外に郵便税金十八
／該書は英国の
狂言著作郎沙翁の名作 肉質入裁判の院本 柳亭種彦翁 奇案正本製の体裁に倣ひ 宇田川文海先生の編述されたる近世無比の一小説にて一度朝日新聞続き物語り 掲載し大に江湖 高評 得其後当府道頓堀戎座朝日座其他各座劇場於ても演ずる毎 大当り喝采を博したる最と面白き物語なれば購求めて何桜彼桜銭 世 中と名付けし書名の真味を知り玉へ（略）明治十九年三月一日／発売所
　
大坂東区今橋二丁目卅九番地／信文堂書店
主人敬白
」
３月３～６日
　「大日本国歌の撰定」全四回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊３月３日
　「雑報」
　「嗚呼の白徒
　
新聞社員の名を
詐かたり
称
て不義不正の金銭を占めんと計る嗚呼の白徒ある事は
度々各新聞紙上にも記載し普く世人の 所にして先頃も弊社員渡辺義方の名を騙り諸方を
脅おどかし
迫
歩きし曲漢あ
横浜市立大学論叢人文科学系列　2015：Vol.66 No.3
14973
りしが是も亦其類にや此程陸軍二等軍医林義衛氏方へ拙者は絵入自由新聞社員和田稲積と申す者なるが足下の一身上に関する不品行の次第を聞込たれば其筋へ告訴し傍ら弊紙上へ掲載いたす間左様お心得あるべし併し示談のお望あらば宜しく御相談仕つるべし抔あぢにからんで例の詐欺手段を持込し者あるよし或方より聞込 が开も何者の所業 や和田の迷惑一方ならず渡辺と云ひ和田と云ひ如何なればこそ弊社員の名義は斯く曲漢が行兇の材料に用ひらるゝ 実以て 千万の次第なり」
＊３月４日
　「雑報」
　「東京大学
　
同大学は今回の
　
勅令に基き帝国大学と改称せらるゝに付昨日旧門標を取除れ
たり」
　　
「伊曾保物語
　
曩に朝野新聞へ書載られたる同物語を今度南伝馬町の春陽堂より美麗なる小冊として昨今発売
せり」
３月４～６日
　「田沼佐野の刃傷」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
３月５～９日
　「説述」全四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。７日から「石黒軍医監説述」と題される。
＊３月６日
　「雑報」
　「寄席の心配
　
昨今府下の寄席は何れも不入りにて困り切る処より今度席亭と出方とが相談
して何か西洋風の新法を打合せ中なりとの事です」
＊３月７日
　「雑報」
　「お断り
　
昨日まで連日記載したる旧幕府の公判数件は曾て世人の粗知る処なる温故実録巻
之一科罰の中と古雑書のうちと 選抜したる者なれば敢て珍 しとするに足らず然れ共是者同録第七の巻までを登記し聊か好古僻者のお慰みに備へんとの考へにして第三より以下第七までは秘中 秘とも称 未だ曾て世に見聞せし事少なき珍書なれば第一科罰の部よ 引続き採録すべき筈なれども
奈いか
にせん緊要の雑録多く止む事
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を得ず暫く見合す可し尤も折角書きかけたるものなれば其内紙上の都合を以て突然記載する事有る可く（略） 」
　　
「復讐奇談稚枝鳩
　
此小説は故人曲亭馬琴翁が傑作の中にても
就とりわけ
中
文章淡白にして起伏転輾究まりなき好冊子
なるが今度例の共隆社より飜刻出版いたしました画は瀧村弘方の筆にて相変らずの美本也」
＊３月９日
　「雑報」
　「錦画
　
今回両国の太平から清親と探景が書たる錦画数枚売出したるが右は青砥藤綱の滑川
曽我兄弟の生立などにて甚だ美麗の摺上りなり」
＊３月
10日
　「雑報」
　「本が出ました
　
国民の本筐里見八犬伝第二十八冊目（和洋共）が例の成文社より出版に成
たり」
＊３月
11日
　「雑報」
　「元禄日本錦
　
と題して惺々暁斎翁が書かれたる忠臣蔵四十七人義士の像を本銀町の武川清
吉方より出版に成りましたが余程勢ほひ 宜錦画で 」
　　
「本が出ました
　
演説著作材料新誌の第一号を本郷の女学雑誌社より出版に成ました」
＊３月
12日
　「雑報」
　「新聞検閲
　
同省にて諸新聞紙を検閲せられしは検務局なりし処此程廃局に成し故自後は記
録課に於て検閲されしも又更に刑事局にて検閲さるゝ事に改定されたりと聞く
　　
「全世界二大奇書
　
曾て我が絵入自由出版社より発兌し全世界の二大奇書なりと大に世の喝采を得たる三十五
日間空中旅行及び狐の裁判の二書は発兌の当時早くも売切れ空しく購客の需求を謝絶し居たり が今度右二書の原版を同社より南伝馬町の書肆春陽堂へ売渡せ 付き同舗より予約法を以て千部限出版し広く購客の需求に応ずる由なり委細は広告に載たれば就て見らるべし」
　　
「広告」
　「井上勤訳述
　
渡辺義方校正／
亞非利加内地三十五日間
空中旅行／全一冊美本石版画入凡五百ページ定価一円七十銭
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／予約実価八十五銭
　
予約申込来ル四月二日限リ同十／日出版郵便税五十銭通運ナレバ十二銭
　
井上勤訳述
　
依田百川先生序跋／
禽獣世界
狐の裁判／全一冊美本洋製石版画入凡四百ページ定価一円五／十銭予約実価七十五銭
　
予約申込四月十日限リ四月／廿日出版郵便税四十銭通運ナレバ十銭／前二書ハ泰西小説ノ泰斗タルヘルネ氏ノ原著ナルヲ我国翻訳ノ大家タル井上勤氏カ非常ノ辛労ヲ極メテ訳述シ加之絵入自由新聞ノ記者渡辺義方氏ガ例ノ艶筆ヲ以テ之ヲ校定シタレバ其完全無缼ナルコト論ヲ俟タズ殊ニ従来ノ日本小説人情話ト異ナリ実際ニ基キ正理ヲ究メ学問上ノ真理ニ拠リテ組織シタル小説ナレバ一読按 打テ快絶ヲ呼バシム今回予約法ヲ以テ千部ヲ限リ出版仕候間御賛成 諸君ハ前掲期日迄ニ御申込ア ベシ
　
見本ハ一種ニ付郵券二銭御送付アラバ速ニ逓送
可致候代価御回送ノ手順ハ追テ御報申上候也
　
予約出版所
　
東京南伝馬町一丁目
春陽堂書廛敬白／予約申込取次所
　
横山
町三丁目辻岡文助
　
銀座四丁目博文社
　
南鍋町兎屋誠
　
横山町二丁目鶴声社
　
三十間堀絵入自由社
　
大坂備後
町岡嶋真七」
＊３月
17日
　「雑報」
　「本が出ました
 詩文詳解第百九十三号は成章館より女学雑誌第十八号を女学雑誌社より発
兌」
３月
18～
25日
　「想像お世辞学」全四回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊３月
18日
　「雑報」
　「出版条例違反の処刑
　
前号にも記せし如く芝区浜松町一丁目十五番地の絵双紙屋平野伝吉
は去る一月中東京日々新聞の紙上に掲載したる薩長論と題する社説を該社の承諾も受ずして之を絵入平仮名附の一枚摺と成し発売せんと思ひて同月廿七日内務省へ出版届を出し斯て制規に依れば十日を経たる後でなければ売事の出来ぬを知りながら急の間に利益を為やうと思ひ売出した科に依り同人は昨日東京軽罪裁判所に於て
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該書現在の銅版一枚及び其製本四百六十部と売
うりあげ
得金三円七十四銭を没収するむねの宣告を受たり」
　　
「本が出ました
　
国民の本筐里見八犬伝第三十冊目（和洋両綴とも）が例の成文社より幼学新誌第三十号が幼
学社より女学叢誌第十三号が績文社より右いづれも出版に成りました」
３月
20、
21日
　「愛蘭土の自治
　
社末
　
桃渓生」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊３月
21日
　「雑報」
　「甲陽日報
　
今度山梨県甲府桜町三丁目の甲陽日報社より題号の如き傍訓小新聞を発行する
由」
　　
「濡燕子宿傘
　
此小説本は故人山東庵
景けうでん
伝
の作にして彼の不破名古屋が実録を誌したる物なるゆゑ歌舞伎伝と
は人物善悪の相違ありて新しき趣むきを見るに足るの好冊子なり此書出像は例の小猩々とも謂るゝ稲野年恒が酒を休て丹精を籠たる丈あり徹頭徹尾殊のほか好く出来たれば随つて評判も亦宜かるべしと思はるゝなり」
　　
「続話の飜訳
　
横浜在留の米国人エムソン氏は府下の絵入諸新聞に連日記載する続話を悉く横文に訳し印刷を
美麗になし本国へ輸送小説本となし 広く販売せんと弊社の続話を始め二三の新聞紙中より抜萃飜訳に着手したりと云」
３月
23、
24日
　「江崎五郎捕縛の始末」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
24日は「江崎五郎の余談」と題される。
＊３月
25日
　「雑報」
　「訓導館設立の地位
　
我が邦の演劇は勧善懲悪と昔時から在来の看板を掲げ童蒙婦女子の早
学問所だ抔と勝手な効能を吹立るものゝ毫も教育上の利益なきのみか却て風俗を紊す 悪弊を醸し看板の口実に偽りあるを患へ下谷区御徒町二丁目十八番地の村上藤吉と云ふが今度有志者と謀り訓導館と称する一 劇場を設立し専ぱら欧米の風俗に摸擬 て梨園社会の悪弊を一洗せんと此程其筋へ出願せしところ設立の場所を
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撰とりきめ
定て申し出よと指令ありしに付き昨日出願人より左の三ヶ所を申し出たり（略） 」
３月
26、
27日
　「福沢先生出掛た」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊３月
26日
　「雑報」
　「誤聞の鉢合せ
　
昨日刊行の弊社新聞雑報中元老院の官金を窃取したる江崎五郎の父が履歴
に誤り有たる事を陳たる末項有名なる雲井龍雄等と心を合せ幕府を倒さんと企て云々と記したるは編輯部屋の厄介者明治生れの若記者が筆の誤り今更言ふまでも無い事ながら龍雄は上杉家の藩にて安井息軒翁の門に入り儒道を脩め慷慨激烈 壮士にして徳川家の衰頽を挽回せん 原直鉄庚申山の大忍坊などを語らひ朝廷に跋扈する二三藩 征討せんとして 調はず刑場に命を落したる者なれば純粋の佐 家にて勤王党には非ざるなり皆さん其お積りで鉢合せだけ堪忍して下さい夫に是は如何でもよい事ながら同じ雑報中放生会の前置き凡そ生るを放つ事人皇六十五代応神天皇の御宇とかや云々は人皇四十四代のみかどくわうせう天皇 御宇か よ養老四年の末の秋宇佐八幡の詫宣にて云々 記す可き誤りでした故長唄稽古本を丸抜にして茲に正誤します」
　　
「本が出ました
　
国民の本筐里見八犬伝第三十二冊目（和洋両綴とも）が例の成文社より出版又報知新聞社の
矢野文雄氏の著述に係 日本文体文字新論全一冊は此程報知社よ 発兌になりました 此書は全篇六章に分ち文体文字の事を詳細に論したる新書なり」
＊３月
27日
　「雑報」
　「英国外交政論（ママ）
　
文学士高田早苗氏が訳するところ英国外交政論一冊（全）博聞社よ
り出版したり」
３月
28～
31日
　「艱難は履歴の光り
　
桃渓散人稿」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊３月
28日
　「雑報」
　「東海堂
　
諸新聞雑誌取次売捌の業を手広く営なむ京橋区元数寄屋町の東海堂は日を逐て繁
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昌に赴むき
従これまで
来
の家屋手
狭せま
になりたるに付き今度神田佐柄木町へ移転し一層勉強して諸新聞雑誌売広の業務に
従事し尚ほ花主へ対して種々の景物を進呈する由委細は広告に在り」
＊３月
30日
　「雑報」
　「本が出ました
　
鷗夢新誌第三集を牛込津久土前町の鷗夢吟社より小説神髄第四冊を松月堂
よりいづれも発兌に成りました」
＊３月
31日
　「雑報」
　「当世書生気質
　
春の屋おぼろ子の著述に係る同書を今度前後二冊の合本に仕立版元なる神
田同朋町の晩青堂より した 」
４月１～３日
　「明治廿三年後の人民を想像す」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
４月２、 ３日
　「流行小説句調
　
独盧坊」
　
＊「寄書」欄に別行見出し。 「先頃からの流行で何の絵入小新聞にも続き
物と称する一種の長物語を掲げゝるが其句調卑劣に 所謂五七言とん〳〵拍子の厄払ひ文章おほく愁歎も戦闘も
口くどき
説
も
強ゆすり
談
も何も歟も一に皆この句調に依ゆゑ軽重剛弱の
差けぢめ
別
すこしも立ず譬ば勇将猛卒ありて喃々情夫
を口説ところも均く此句と此調と 用るを以て頗ぶる不釣合不感心の至りに堪ず是れ他なし
暗やみくも
雲
に件んの五七
言とん〳〵拍子へ
噬かぢ
り着きて筆を執が故なり然はあれ此句調に依らざる時は其続き物の評判よろしからずと是
れは之れ
読よむもの
者
が独盧坊を始めとして皆この文に見なれ読なれ目に
染しみ
たる事ひさしきが為のみ
奈いか
んぞ斯る俗調を
以て我国小説の本則 為べけんや」
　　
「なぞと八釜しく云ふ程の事は無けれど願はくは記者にも
意こゝろ
を
注いれ
られ右等剛弱の
差けぢめ
別
が立やふ随分しつかり頼
み升ぜ畢竟こゝらの注意がなきゆゑ或は一文不通の女子が不熟ながらの漢語を
演つか
ひ或ひは一騎当千の勇士が形
に似会ぬ軟語を演ひ或ひは小児が大人たる事を云ひ或ひは学者が骨も無き俗語を
演のぶ
るなど実に時として読なが
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ら嘔吐せんと為る処あり元より無益の
読つゞきもの
物
も新聞の代価の中に打籠りたる物なる上は右の所見あらまほしきこ
と勿論なり然しながら独盧坊のみ斯く失敬な小言は申せ衆客これを是と
為す
るなら為方が
無ね
へと為て置べきか
呵々」
＊４月６日
　「広告」
　「文学士
　
坪内雄蔵君序文／東京
　
饗庭篁村君跋／仏人
　
ヂヨージオネー氏原著
　
仏人ヂ
ヨージ、ビゴー氏／東京大蘇芳年氏
　
合画／同加藤瓢乎君訳述／
修羅浮世
鍛鉄場主／一名生活の戦場
　
全一冊
　
ク
ロス表紙金文字入頗美本
　
定価金一円●今般二千部限予約正価六十銭●予約申込期限四月三十日迄●送本は五
月十日より送 の順序により逓送す但運賃御自弁の事●期限後は定価に復す●期限中と雖も満員の上は謝絶す本書は予約員の満不満に不係必ず出版 ／本書は有名なる仏蘭西の小説大家ヂヨージ、オネー氏の原著を読売新聞の記者加藤瓢乎氏が得意の艶筆を以て訳述し其紙上に掲げられたる西洋小説にして其行文平易にて誰にも解り易く且つ原書は仏国に於て大喝采を博し其売高の非常なる昨年までに都合百九十九度出版し近来其比を見ざる傑作にして読売新聞に於ても頗る好評 世人の賞賛非常な しを今般美麗 る一小冊に纏め浮世画師の泰斗大蘇芳年氏 挿画 ふるに方今東京上二番町に寓居する仏国の画工ビゴー氏に請ひ其原文に依りて筆を操と
りし同氏が得意の銅版画を挿入したるものにて在来の小説とは大に趣を異にし我文明の階梯ともなる実に有
益の良書なれば諸君速かに御加盟ありて余が言 虚ならざるを知り賜はん事を乞ふ／出版人敬白／予約申込本部発兌所大坂東区淡路町二丁目十三番地 野商店／同取次所東京銀座一丁目
　
読売新聞日就社／日本橋通三丁
目丸善商社書店
　
大坂
　
東区本町四丁目岡島真七／同備後町四丁目
　
同支店」
４月７、 ８日
　「有無の弁」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
山田　未完の物語──「絵入自由新聞」の連載記事（続き物）（四）
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４月９～
11日
　「中川吉之助犯罪の事」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
４月
11～
14日
　「アヘン女の骨
かるた
牌」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
４月
13～
15日
　「英雄の未来記」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊４月
13日
　「雑報」
　「小学画手本
　
といふ横綴小冊物一号より十四号まで今度例の團々社支店より印行したり又
た深川西森下町の画双紙屋松葉堂より大蘇芳年氏の筆水滸伝のうち豹子頭林冲が雪中斬奸の錦画を売出しましたが相変らず上出来で有升」
４月
14、
15日
　「痴情の計
もくろみ
画」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付き。
４月
16日～７月８日
　「夢の浮橋」全七二回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
＊４月
16日
　「雑報」
　「記事改良の稿条
　
敝社新聞本日第一千号と相成候に付き聊か記事を改良し続物二つとも至
極目新らしき種を撰み新に起稿致しましたから看客其お積でお読下さい但し昨日迄書続きたる幻日記も其結局近きに在ば次号より続いて記載すべく決して幻の如く立消はさせませぬ又本日の新聞には画入大附録が添てあります是は例の通り無代価ゆゑ此義も併せて御承知下さい」
４月
16日～６月
13日
　「
桜田余聞
花吹雪」全五七回
　
＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
４月
17～
21日
　「三井の家系」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊４月
17日
　「広告」
　「
内地雑居
未来の夢
　
第一号発／全二十冊毎月三回出版●十冊前金七十銭廿冊前金一円三十銭郵税
一冊ニ付二銭●各書林絵双紙店ニテ売捌申候／●東京神田同朋 廿二番地
　
書舗晩青堂」
４月
20、
21日
　「東洋の政治家は何故に辞職の名誉と快楽とを貴重せざるや
　
香骨居士」
　
＊「絵入自由新聞」欄に
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別行見出し。
＊４月
20日
　「雑報」
　「日本宗教新聞
　
予て噂の有た西京の宗教新聞は本月十五日第一号を発兌されしが其体裁は
四枚折りにて専ら仏道の事を説たるものなれば信徒の輩は定めて多く購求して閲読するならんと思はる」
　　
「出版
　
春の家おぼろ子戯著妹と背かゞみの第三号第四号は例の会心書屋より、同子著述小説神髄の第六冊は
湯嶋切通の松月堂より、詩文詳解の第百九十四集は成章館より何れも昨今発兌したり」
４月
21～
24日
　「各国暦年孝」全四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊４月
22日
　「雑報」
　「殺生石後日怪談
　
是は曲亭馬琴翁の傑作なるが例の草双紙出版の老舗銀座二丁目の共隆社
より一昨二十日出版したり画は尾形月耕の筆にして上下二冊 美本なれば軽薄な草双紙と違ひ充分
含ねうち
価
ある好
本なり」
　　
「蓮華往生鮮血台
　
例の冊誌は此程第七号まで発兌に成りたり」
４月
23、
24日
　「賤業の解」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊４月
23日
　「雑報」
　「毎日新聞改良
　
日本にて新聞紙の始祖と云はるゝ東京横浜毎日新聞は来る五月一日より大
改良を施さるゝ由にて紙面を広くし東京横浜 四字を刪 て単に毎日新聞とし且毎日横文字をも加へ社を尾張町一丁目七番地（旧公店楼の跡）へ移 相変らず沼間氏が社長の印綬を取り島田、肥塚、青木、波多野の諸氏が編輯に従事する由なれば定めて錦に花を染る如き好新聞となるならん」
４月
27、
28日
　「音楽論
　
白骨居士
　
稿」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
４月
28、
29日
　「横浜の水道」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
山田　未完の物語──「絵入自由新聞」の連載記事（続き物）（四）
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＊４月
28日
　「雑報」
　「閧音頭日本銀二
　
是も弊社の一筆庵が
向さき
に画入続物にして記したる長物語なるを今度浜町
二丁目の書肆例の枕香堂高崎修助方より上下二冊読切の美本として売出ましたから皆さんお求を願升」
＊４月
30日
　「雑報」
　「明々新誌
　
予て噂の有た同誌は此程発兌に成ましたが例の川上鼠文氏が筆を取る由なれば
定めて面白い事ならんと思はる」
５月１、 ２日
　「民意を表示せよ」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊５月１日
　「雑報」
　「商工新聞
　
商工業を振作せんとて来る五月十日より京橋区加賀町の由巳社に於いて題号の
如き新聞を日々発兌せらるといふ尚委しくは広告欄内に就いて見たまへ」
　　
「新田功臣録
　
此書は矢口神霊奇聞と云ふ至極面しろき稗史にて今般飜刻訂正なし南伝馬町春陽堂和田篤太郎
方より出板したり」
５月２、 ４日
　「山形県の景況」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊５月２日
　「雑報」
　「新富千歳の両座
　
互角の勢ひを張る新富千歳の両座は守田勘弥が借金の事に付き保証捺印
の一件から団洲と梅幸との中に葛藤を生じ遂に意見 合はぬ処ろから音羽屋が該座を脱して千歳座へ乗込だ以来両座の軋轢弥々甚はだしく今度抔は何でも斯でも千歳座に魁がけて開場し此程大入を取てます〳〵高くなつた同座の鼻柱を挫ぎくれんと内部 準備全たく整のひ せぬに新富座 方では外見を飾りて看板を揚げ虚勢を張しに千歳座では気を揉出し新富座に魁がけられては大変と大急ぎで運びを附け今度の狂言筋立に検査を乞はんとて昨日警視庁へ台帳 差 たる由其名題は噂の通り（恋暗鵜飼燎）七幕。 （略） 」
　　
「記者申す
　
弊社の柳葉亭繁彦は其本職と
為する
ところの赤本編輯業繁多につき何分出社致し居り難き由にて一昨
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日限り退社致まして御座ゐ」
＊５月４日
　「雑報」
　「出版
　
国民の本筐里見八犬伝第三十七冊目（和洋両綴とも）は加賀町の成文社より、妹と
背かゞみ第五号は弓町の顔玉堂より、未来の夢第三回は神田同朋町の晩青堂より何れも此ほど出版したり」
＊５月５日
　「雑報」
　「出版刊行
　
日蓮宗教報第廿八号は蠣殻町二丁目の同教報社より女学雑誌第廿一号は本郷弓
町の同雑誌社より小説神髄第七冊目は湯嶋切通しの例の松月堂より何れも出版刊行した 」
５月６～８日
　「鎌倉古刹と什宝」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊５月７日
　「雑報」
　「日々新聞の奮発
　
世の不景気に連れ新聞屋も色々売道に骨を折り或ひは新橋に赤札を出し
或は公園地で風船玉を飛す世の中ゆへ是も当り前の事と云へば夫までの事なれど余り工夫が飛離れて居る故へ流石は浅草公園地の大小便を一手に貰ひ受る吾曹先生 考へだけ有ると感心の外なき話は東京日々新聞日報社の奮発にて同社にては毎日其新聞の社説雑報は申すに及ばず官令宮中録事 記載事件の標題を集めた目録様の者を作り之を蒟蒻版にて何枚も摺立て毎朝府下の在
ある
と有ゆる道傍の便所へ残らず之を張出されました」
＊５月８日
　「雑報」
　「新富座
　
は弥〳〵昨日番附に成ましたが其名題は噂の通り（夢物語廬生容画）にて是は
向さき
に仮名垣翁が今日新聞へ誌されたる高野長英諭迷譚と云ふ文明東漸史の話しなれば定て面白き脚色 るべく且つ番附面は本月十日との評判〳〵」
＊５月９日
　「雑報」
　「金満家になる秘訣
　
と題する新書を日本橋区通三丁目の書肆柳河方より出版したるが該書
は九鬼義盛氏の著述に係り題号 秘訣を細 説れたる此慾張 に 頗ぶる有要有益の書なり」
５月
12～
14日
　「朝鮮政府の近況」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
山田　未完の物語──「絵入自由新聞」の連載記事（続き物）（四）
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５月
12～
25日
　「馬場大石両氏の公判」全九回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊５月
13日
　「雑報」
　「窓間安眠の秋に非ず
　
弊社の渡辺義方和田稲積の両人が今度大日本私案国会議員録編纂の
事を思ひ起せし其主意目的方法等は各新聞紙上へも広告し孰れも賛成の意を表されたれば満天下の人々は既に了知されしならんが現に四五年以来頓に政論の衰兆を来し従がつて全国民 元気も亦萎靡振はざるが如き傾向あるは吾人（われ〳〵）の実際 撃する所 して実に慨嘆の至に堪ず是蓋近来経済上より生じたる彼不景気なる者の影響なりと云と雖も之が為に政治社会の衰運を促がしたるは我国前途の開明進歩 に於て一大障碍と云ざるを得ず若夫如斯して数年を経過したらんには来明治廿三年国会開設の期に到着するも良結果を見る能るは必然なり然ば今日に於
斯こ
の政論の衰運を挽回し斯の人民の元気を発揮し斯の人民の退縮したる政事思想
を喚起すは吾人政治社会に生活する男児の当 努むべき急務なりと信じ偖こそ進んで此挙を企だつるに立至りし次第な が其論旨方法に至りては多少の相違ある も拘はらず斯の人民の退縮したる政事思想を喚起さんとするの目的に至りては各新聞記者輩も多くは同意と見えて孰も此挙を賛翼されたり就中昨日発兌の報知新聞は「未来の国会議員たらんとする者に望む」又同日の燈新聞は「民間の国会準備の一要件」と云る論題を掲げて斉しく国会に関するの意見を 出され現に今日 窓間安眠 秋 非ざる旨を告げ世 睡を覚されたり就 は満天下の人々よ渡辺和田 両人より予て広告したる方法に依り異日国会議員た 適当 傑を
徧あま
ねく指名撰出
されん事を偏に希望 堪ざ り進めよ有志家起よ人々」
＊５月
14日
　「雑報」
　「正誤
　
広告取消
　
敝社新聞第一千廿号及第一千廿三号の広告欄内ヘ渡辺義方和田稲積両氏
の依頼に応じ大日本私案 議員録編纂云々の広告文を掲げしが右は不都合 廉あるに付可取消旨其筋より被
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達候に付該広告全文は抹殺に附し茲に取消候也看客諸君此意を諒せられよ」大活字で掲載。
　　
「未来の夢
　
春の家おぼろ子が戯著なる内地雑居未来の夢の第五冊は此程例の晩青堂より出版」
５月
15、
16日
　「防盗論」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
５月
21～
29日
　「英相の熱心 全八回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊５月
21日
　「雑報」
　「是沢桂洲氏
　
も亦新聞記者の一人にして社員一筆庵が最とも親友にて有たるところ惜むべ
し大坂日本絵入新聞へ入社中本月十五日午前四時
時ときのけ
疫
に罹りて
死なくなる
去
たるよし昨日社友の許まで訃音あり依て取
あへず略記し同氏が知己の諸君へ告ぐ」
＊５月
26日
　「雑報」
　「其筋へ拘引
　
芝区神谷町三十三番地にて各社の傍訓新聞をチリン〳〵の一枚売を業として
世を渡る飛松お八重と云ふは去十三日の今日新聞が売残たるを其儘ま反古にするも惜ゐ者だと慾心を出したるが一文惜みの百損にて同人は此前の二十三日 右の古新聞を取出し十の字を二十と書き改め今日の新聞なりとて売歩き同区田村町二番地の大西義喬に売渡したるより其事を看破せられて終に其筋へ拘引せられしは昨日の事」
５月
28日～６月５日
　「水産物の解説」全八回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊５月
28日
　「雑報」
　「著者の迷惑
　
各書林とも近来不景気なるため著訳者より直に草稿を買受て出版しては
資もとで
金
が掛るとの算盤主義より各新聞紙に掲出 たる
続つゞ きもの
々物
の木板及び原稿を
該そのしゃ
社
に談じて譲り受け之を一部の冊子
に
製したて
本
て陸続諸方より
発うりだ
売
すは
宜よけ
れど其校正の杜撰なる其製本の粗悪なる売る売ないは
右と
も
左かく
も其続々話を綴
りたる操觚者の迷惑思ふべし現に此程浜町二丁目の高崎方より発兌したる 「貞操競三国艶妓」 （閧音頭日本銀次）
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（黄金髑髏盃）の三冊子は何れも弊社の紙上へ載せたる続々物にて示談の上高崎に出版を
許ゆるせ
諾
し者ゆゑ彼是云
べき筋はなけれど前にも云通り其校正の杜撰なる魯魚の誤脱は右も左も語呂にも構はず抑揚にも関せず勝手に文章を伸縮し読者をして絵入自由新聞の記者は斯る杜撰の物を綴りしかと嫌厭の情を起されては取るに足らざる筆なれど甚はだ迷惑の至なれば聊か茲に愚痴を併べて右の三冊子は記者が筆に成し は相違なけれど其校正には関せざるゆゑ杜撰の責には任せぬ旨を大方 読 にお断はり申す」
＊５月
29日
　「雑報」
　「未来の夢
　
第四編を例の晩青堂より出版したり」
５月
30日～６月
13日
　「玉手筐」全九回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。６月
17日に「玉手筐
　
と題して先達て
中より第九回まで記した 続話し 或人が其原稿の先々を見て之は国柄と人物とこそ相違ある物語なれ要するに魯国の虚無党に必当したる話説なれば不穏 嫌おのづから
無なき
にしも非ず且他に慮ぱかる処もあるゆゑ断然中
止せよと云ふ其忠告一方ならず就ては記者も亦た所存之あり候ゆゑ看客へ対し相済ざる次第ながら
彼あの
話は
彼あれ
ぎ
りにて止と致し近日重ねて罪の無い面白ひ一話を掲げ升から左様御承知を願ひ上升」 して中絶する。
６月１～
13日
　「保守党の反対説」全九回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
６月１、 ２日
　「帝国大学規程」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊６月１日
　「雑報」
　「妹と背かゞみ
　
春の家おぼろ子の戯著なる同書の第七号は例の会心書屋より発兌中々に面
白く追々佳境に入るを覚ゆ」
６月２～４日
　「愛蘭土自治案の説」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊６月２日
　「雑報」
　「恋闇鵜飼燎
　
目下千歳座で興行中の新狂言例の鵜飼燎を序幕より四幕目まで絵入美本に仕
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立て第一冊として歌舞伎新報社より売出たるが名にし負ふ黙阿弥翁の新作ゆゑ面白き事は勿論之を読で狂言を見れば又一層の快味を覚ふべし」
＊６月３日
　「雑報」
　「新聞売捌所の横着
　
此頃或人が新聞を購読するに本社よりも売捌所へ注文した方が二割四
分方も安ひゆゑ其人が
訝ほこりが
貌
に
右それ
から
左それ
へと吹聴して遣た処から何が扨て一文でも安を取るが人情なるより我も
〳〵と本社を断はり売捌所 方へ注文するので本社からの直配達は段々減て来るとのこと現に此間だ某売捌所は新聞雑誌大安売の引札を各地方へ配つたところ何処も同じ算盤主義われも〳〵と本社を断はり右広告した捌所へ毎日注文が降ほど来るよし然れども売捌所は其受取証にだけ広告面と同じ様な代価を書きをきイザ金を受取ると云ふ時に臨んで五十銭の物は四十銭に二十五銭 物は二十銭と大ひに減じて金を取よし依て表面から見る時は誰が右様な横着を為やら一向分らぬと云ふ事だが何 ろ外の品と違ひ新聞の如きは
彼きやつら
奴等
が為に代価
を勝手次第に為れては体面に関すること一方ならず疾く右の横着者を見附だして同盟各社協議一致し各新聞売捌きを引断はり思ひ知らせて遣たい物だ 昨今只今気を揉で其 発 事に奔走して居る社も有よし」
　　
「新書出版
　
島田奚疑氏訳 （第一リードル独案内） は日本橋通一丁目の万孫より、 加藤瓢乎氏訳述の西洋小説 （鍛
鉄場主一名生活の戦場） 大坂日野商店より、文学士坪内雄蔵氏の著述（小説神髄） 第九冊は例の松月堂より何れも此程発兌したり」
６月４～
16日
　「日本移住民の状況」全一一回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊６月５日
　「雑報」
　「政法哲学
　
前、後篇全二冊は此程第三版刊行になれり同書は英国碩学スペンサー氏の著に
して浜野定四郎、渡辺治両氏の共訳に係る著者は有名 る近世の哲 家なれば本書 発 非常の高に上りし
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云ふも異
あやし
むに足らざるなり」
　　
「錦絵
　
大蘇芳年翁が得意の玄筆に成たる大塔宮鎌倉土の牢の二枚続錦絵を通三丁目の絵草紙店小林方より
発うりだし
売
た
るが淵部伊賀守を見せずして其凄み溢るゝ如し又た大日本史略図会のうち十九廿卅一卅二六十九七十七十九八十番等を通一丁目の大倉孫兵衛方より
出うりだし
版
たるが是は安達吟光の画にして至極奇麗な物なり」
６月６～９日
　「小桝量り立ての弊」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
６月 ～
24日
　「愛蘭自治案」全一五回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊６月６日
　「雑報」
　「お役替お役附
　
絵入朝野新聞の浅野乾氏は退社され前田健次郎氏が編輯監督のお役替、東
京絵入新聞の鈴木田正雄氏も退社されて古川魁蕾子がお跡役附、久しく非職閑散に在たる伊東専三氏は毎夕社へ入社され今日新聞創設の棟梁かな垣魯文先生は病に依て同社を退かれたる由なるが直ちに一社より聘せられし趣むきに聞り近 又々」
＊６月８日
　「雑報」
　「婦人地球廻遊記
　
と云ふ英国の貴女ブラツセー女が原著にして内田弥八氏が訳述されたる
洋製美本全一冊を本石町の上田屋より発兌委細は広告に在ります」
　　
「大蘇にしき絵芳年翁が得意の名筆に成たる俊寛嶋物語の錦絵は深川西森下の松井栄吉方より出
いづ
」
＊６月
11日
　「雑報」
　「二十三年未来記
　
朝野社の末広重恭氏が「夢になれ〳〵」との論題を掲げ 該紙上に掲出
されたる一篇の論議を集輯し二十三年未来記と
称なづ
けて之を書籍に仕立て日本橋区久松町の博文堂より発兌した
り又渡邊重綱氏纂訳ウエブストル氏スペルリング独案内は日本橋通三丁目の開成堂より発兌」
＊６月
13日
　「雑報」
　「いもとせ鏡
　
春のやおぼろ氏が著述いもとせ鏡第八号を例の会心書屋より発兌す」
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６月
15～
17日
　「私見入廓税法案」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊６月
15日
　「雑報」
　「未来の夢
　
春の家おぼろ子の戯著なる未来の夢の第八冊は例の晩青堂より発兌頗る面白し」
６月
15日～９月２日
　「新編教
をしへのみつめん
訓三都面」全六九回
　
＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
＊６月
17日
　「雑報」
　「仮名垣古川の両氏
　
は弥〳〵東京絵入新聞へ入社され一昨十五日の新聞にて披露されたり」
６月
18～
24日
　「四規則標準」全四回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
６月
18日～７月
25日
　「廻灯籠」全一八回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。７月４日に「廻灯籠
　
つゞき話し廻
灯籠は昨今種沢山につき休みましたが奈
いか
に灯籠でも立消は為ません」と断られる。
＊６月
18日
　「雑報」
　「北斎の画
　
当時我国に来遊中なる仏国のルヰ、ナポレオン親王は北斎翁の画を殊の外に賞
玩せられ之を土産に持ち帰らんとて翁の遺墨ならば何枚にても購求せらるに付き此頃は同翁の画は大分に其
直ね
を掲
あげ
たりと云ふ」
６月
22、
23日
　「入廓税に大賛成
　
馬場雲香投」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊６月
23日
　「雑報」
　「佳人奇遇の材料
　
谷大臣の一行は出発後已に久しきを経るも一向に音沙汰なく仏独の諸新
聞にも此一行が彼の地に到着後の模様を記載したるものを見ざれば竊かに疑ひを懐ける人も多か
け（ママ）
しが故こそ
あれ此間或る処へ達したる報道に拠れば大臣には先づ
鍚セイロン
蘭
嶋に上りてアラビー将軍を配所に訪ひ東洋の形勢に
付きて互に悲壮慷慨なる談話を為し夫れより埃及 出でゝビラミードに上り仏国
馬マルセー ル
耳塞
に達せられしは四月廿
八日の事にて五月三日に大統領に拝謁せら た と云ふ大臣に随行せられ る東海散士は常にアラビー将軍の人と為りを欽慕し一度其謦咳に接せんことを希望し居られたるが今や其宿志を遂げ れたるのみならず埃及に
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出でゝ千古興廃の遺跡を見られたらば定めて沢山に佳人の奇遇の材料を得られたるならんと昨日の朝野新聞に見へたり」
　　
「経世偉勲
　
尾崎行雄氏が近来の著訳に係る同書は英国近代の大政治家ジスレーリ君の政治上に関する履歴を
序述したる者にて行文平易事実快絶一読以て君の
為ひとゝなり
人
を知り二読以て英国政治事上の有様を知り三読以て読者
の政事思想を喚起し且其心目を爽快ならしむるに る必読有用の一大快書なり」
＊６月
24日
　「雑報」
　「出版物
　
故人年信氏が随分丹精を込めたる挿画ある例の筑波水滸伝と人肉質入裁判との一
冊つゝを新泉町今古堂より 版に成りたり」
６月
25～
30日
　「東京娘気質の積り」全五回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊６月
25日
　「雑報」
　「八大美人の指名
　
今日新聞の小野氏が発企にて府下の八大美人の指名を広く江湖に請はん
と即ち奥方、正妻、芸妓、娼妓、
処むすめ
女、権妻、未亡人、雇女、の八種別に就き来る七月三十日限り投票同八月
一日開票すると云ふ於
あゝ
戯東都の地たる元来美人に富めり其の粋を抽
ぬ
くに於て何の難きことか之れあらん」
　　
「無罪
　
芝区三嶋町の書林山中市兵衛と新潟県の鶴坂七十郎との両名は鋼鑑易知録評林と明鑑易知録評林の支
那本とを出版したるが右につき不正 廉ありとて両名とも鉄窓の下に拘せ れた ところ後ち七十郎は新潟軽罪裁判所新発田支庁にて無罪の宣告を受たれど市兵衛は
向さき
に東京軽罪裁判所にて出版条例第二条に照し売得金
千四百円及び原版を没収されたるを不当なりとし代言人角田真平氏を以て大審院へ上告したる処 此ほど同院にて審問のすゑ昨日無罪の宣告を受たり」
＊６月
26日
　「雑報」
　「出版梅亭金鵞子編次（新お花半七娘節用）と題する絵入美本の小説を例の今古堂より発兌
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せり」
７月１～６日
　「撰挙者に示すグ氏の意見書」全五回
　
＊雑報欄に別行見出しで連載。
＊７月１日
　「雑報」
　「新書出版
　
英国博士ゼボン氏原著戸田欽堂氏訳述（惹穏氏論理学）は京橋区弓町の神戸甲
子二郎方より出版此書は政論家演説家は勿論凡て世の中の事物を是非判断するの思想を養なふ人は必らず熟読記臆すべきの良書な 。又春の家おぼろ子の戯著（妹と背かゞみ）の第九号は例の会心書屋より発兌」
７月３、 ４日
　「金玉均」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
７月３～
10日
　「浮世画漫評
　
独盧坊」全四回
　
＊投書欄に別行見出しで連載。
７月６、 ７日
　「国訛」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊７月６日
　「雑報」
　「大日本点取競文新誌
　
と云ふ朝野新聞ぐらゐもある大新誌を神田紺屋町廿八番地同新誌社
より六月三十日に発兌したるが其趣旨は題字の通り競文の面白き物なり尚ほ毎月五ノ日と十 日に発兌由」
７月９、
10日
　「加波山事件宣告千葉の分」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
７月９日～９月
15日
　「剣
つるぎのいなづま
霹靂」全五七回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
７月
10～
13日
　「在桑港日本人の景況」
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊７月
11日
　「雑報」
　「国民の本筐
　
不屈不
撓ママ
予約に
省そむ
かず遂に大部の八犬伝さへ其大尾まで発兌したる例の加賀
町の成文社より先般の規則に随がひ今度は真書太閤記を発兌に着手されたる由にて既に昨日其第一編を寄贈されたるが画は尾形月耕氏にして相変らず鮮明の良 なり」
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７月
13～
15日
　「序文及び跋」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
７月
13、
14日
　「佐渡の鉱
かなやま
山」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊７月
14日
　「雑報」
　「浪花新聞
　
第一号は去る十二日其の第一号を発兌する筈なりと聞けり記者には前自由燈新
聞の記者たりし坂崎紫瀾翁、野崎左文氏の両名が先達て東京より聘に応じて下坂せしゆへ多分浪花の名に
負そむ
か
ぬ花かな新聞が出たでせう」
＊７月
16日
　「雑報」
　「燈新聞
　
は昨十五日自今発行停止の旨警視監より達せられたり」
７月
17、
18日
　「故山内豊範侯の履歴」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
７月
18日～８月１日
　「帝国大学々科課程」全一〇回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
７月
22日～８月
27日
　「演劇改良の方法如何」全二 回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
22日「先づ
第一に着手すべきは支離滅裂不整頓極まる近世の世話物にあるべきか」 「その脚色の主眼とする所ろは如何なる点にあつて存 るか唯だ婦女子 目を喜ばすのみを目的として俗に謂ふ面白く作りたるに過ぎず要するに時代物は古めかしくして当世の人情に合ず是非共改良せざるを得ず世話物も亦た然り作者の心底は
新かきおろし
案
の出来物
にて婦女子の目を喜ば む に足るべしと
思しゆい
惟
するならんが今日の婦女子は決して昔日の比にあらず中には西
洋風の教育を受けたる者に乏しからざれば従来 如き浅膚なる且拙劣なる脚色にては
観けんぶつ
者
の喝采を博する事難
し」
23日「演劇は文明の新思想を婦女童蒙の脳裡にまで注ぎ入るを主眼専一とせざるべからざれば其の筋書の
如きも固より撰まざるを得ず」 「頃日稗史小説の面目を一 して漸く西洋風の高尚なる趣工に進化せんとするの傾向ある（略）已に近日に至り二三の傍訓新聞中に西洋風 小説に擬 たる
続つゞきものがたり
物譚
の現れ出でたるものある
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を見るは其の意蓋し此点にあらんか而して今現に其筆端を斯る新奇の点に向けざる記者其人に在つても其の心中必ず従来の続物譚の如き旧套を
襲つ
ぐものにては斯の明治社会の婦女童蒙の歓心を買ふに足らざるを覚悟せざ
る者あらんや然れば遅くも今より数年の後ちに至らば我国の稗史小説類は一進化を呈すべきを信ずるなり」 「抑も演劇及び稗史小説 功能は人間の心情 刺衝し或は喜 しめ或は怒しめ或 哀ましめ或ひは楽ましむり然れば感情を惹き動さんとするに当り其の功能の著しきものは未だ嘗て是等の物に勝るものなし故に欧洲に於ては古今共に演劇幷に音楽、稗史小説の力を以つて間接 人心を匡正し而して治術の要を得たる施政家其人に乏しからざるは具眼者の能く知る所ろなり」
24日日本演劇史、
29日欧洲演劇史、８月
14日「作者に学術文章
の士なく徒に陳腐の思想を以つてせしめたる 作者其人 罪と云はんより寧ろ今日に至る迄久しき間演劇は士君子 観るべきものにあらずして之れを擯斥した 学 先生達の不注意失策に帰する 穏当なるに如かず」 「夫の学者先生な 者は概ね皆な下等社会に接近 安き文学例へば演劇脚本、院本の如き又は稗史小説の如き人の感情を適切に動す作用をば兎角く軽蔑する風あり（略）同じ新聞屋 中にても小新聞記者と云へば
な（ママ）
宛かも
小児 如く思惟し取る 足ざる者也と云はぬばかりの考へを持せり是れ豈に公平なる思考
り（ママ）
と云ふを得ん乎
（略）余輩小新聞記者に於ては前の先生達よりは少々早く人心感化の捷径なる演劇及び小説抔の事に付き心配致せり」
15日「諸君の思惟さるゝ所ろにては無論従来の作者を相手にせずして改良会員中にて新奇脚本の起稿
を初め演劇に関する一切の事を担当せんとするも ゝ如 」
17日「真に我演劇をして改良会の趣意の如くなら
しめんには俳優中の重立たる者二三名を撰み欧米を巡遊せしめ 親し 実際の 明演劇を視察するを以つて上策とす
否しから
ざれば則ち該会員中より一両名を洋行せしめ演劇に関する総ての事柄を委しく取調べるを以つて中策
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とす若し夫れ此の二策の云ふべく行はるべからざるものなれば東京府下に於て俳優練習所とか演劇学校とか何とか名目は何にしても今の俳優の
価かちょく
値
を高くする工夫こそ急務ならん是れ下策なりと雖も亦た以つて簡便なる
方法たらん乎」
18日「此機に乗じて稗史小説家は差し当り進んで演劇の方へ身を寄せ自ら望んで名誉作者たる
の地位に立たば其の自家の本業の改良に勢力を得ることも亦た決して小少にあらざらんとす」
19日「我国の李
園子弟を率て直進以つて西洋風の劇場に入らしめ而して高尚なる劇を演ぜしめんことは十数年の後に至らばイザ知らず先づ両三年の中に 六ヶ き注文なり」
21日「西洋風の演劇を移して我李園に植へ付るも俄に其の美
花を
発ひら
き其の善果を結ぶことは難るべく」
24日劇場新築より「肝心要の俳優其者は矢張旧態の儘を用んとする
か（略）俳優の技に至つ は会員諸氏に於て仮ひ何程骨を折るゝも一朝一石にして旧を捨て新を取しむる事難きを余輩の私に見る所ろ 以つてすれば改良会は恐らくは演劇改良方法の前後を誤りたるにはあらざる乎」 「却て教育に乏しき下等社会にこそ品格よく云はゞ教育 一端ともなるべき善良 芝居 観せしむるを以つて今日の急務かと考ふるなり（略：改良の）目的を 豈に唯だ上流社会 少数部分のみに注ぎ無闇無性に西洋味噌の手前仕成一方に偏し社会に多数を占むる大勢の観客 面白くも可笑 き様なる奇妙なる新狂言の作り方に注ぐべけんや」
26日「抑も余輩の演劇改良に付きての一希望と申すは先づ我当路者に向つて言論出版の自由を
猶ほ一層寛大にされん事是なり（略）歴史中 面白き部分を抜き取り当世 人気に叶 様其所 作者の力を以つて脚本を作らば如何なる高尚 狂言も如何なる閑雅なる芝居も望み次第沢山出来るべ 何ぞ故らに西洋の事実を借用するを要せ 譬へば過般新富座 て興行したる高野長英、渡辺崋山両氏 事実の如 仮令筋書の中には非難すべきか所もありしと云ふと雖も全体の狂言は明治時代 新演劇と云つ 愧かしからざる し （略）
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新聞狂言は唯だ一時新奇を好む人情の浮気の為め当座の眺めとなり了り矢張古臭き時代物をして斯く
支ちり〴〵ばら〴〵
離滅裂
の物となしたる乎と云ふに此は之れ失敬ながら狂言作者の薄学菲才 る上へ独断臆見を以つて宜加減の物を作ると政府に於て旧諸侯のお家騒動に関する事実をば演劇に仕組事を差し止らるゝ事あるとに依り然るものなりと云はざるを得ず」
27日「演劇改良に従事せんとする者に在つては其好結果をば後年に期し先づ差し当たり今
日の所は成るべく我在来の演劇に修覆を加へ漸を以つて全く改良の功を奏せん事を目的となすべきなり」
７月
24～
27日
　「半世紀間の議決大要」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
７月
27、
28日
　「皇族の檄文」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
７月
27日～８月
19日
　「娼妓
寿すまんど
万人
の話説」全二一回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。８月
20日に「始より猥り
に想像を以て筆を枉るの由あらんや是偏へに其説話の実談にして世に
在あり
ふれたる造り話しと異なるが故なり」
という正誤 掲載。
＊７月
27日
　「雑報」
　「周遊雑記
　
矢野文雄氏が欧洲周遊中に見聞せられたる事柄を記述して一々之に議論を加へ
られたるの書 て今度出板になりたる上篇は男女の風俗兵備及び兵器、外交政略及び列国形勢、商売及び製造、諸国政治、東西文明の性質及び其異同遅速の六章に分ちたる良書なり」
７月
29日～８月７日
　「布哇糖業報告」全八回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊８月３日
　「雑報」
　「改進新聞改題節の祝宴
　
同新聞は第三改題節に相当するを以て一昨一日同業記者及び常に
交誼ある人々二百余名を江東中村楼に請待して祝宴を張り余興として落語家柳亭連中の滑稽狂言一幕及び打揚烟花焼付烟花等あり柳橋の芸妓総上其他幇間俳優数名酒席を取持ち近来稀有の盛宴 し」
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８月４、 ５日
　「虎疫に就きメール記者の一言」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊８月６日
　「雑報」
　「演劇改良会
　
今の日本の芝居は野鄙猥褻にして日進文明の人情世態に適せず早々今の芝居
全体の組織を改めて時勢相応の芝居を起さざるべからずとは近来大に世人の注意を引きつゝある社会改良中の一部分なるが近日同感の人々結合して演劇改良会と称するものを設立し大に従来の芝居を改良するの企ありて其発起会員中には左の人々あるよし昨日の時事新報に見ゆ（略） 」翌日趣意書掲載。
８月７、 ８日
　「虎疫病人の取扱ひ方」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊８月７日
　「雑報」
　「佳人之奇遇
　
第三篇上巻一冊此程発兌。紅蓮女史
予あらか
じめ
画くわく
したる密計を施して主城長王羅
を
陥おとし
阱あな
に堕し遂に幽蘭女史范卿の二氏と与に首尾よく幽将軍を奪ひ出し虎穴
鰐あぐうり
口
を逭れて山川を跋渉し千辛万
苦を甞め漸く伊太利に入り世界 俠勇たる
峨がりばるぢ
馬治
氏に投ず
偶たまた
き（ママ）
氏の死に会ひ落胆失望為す所を知らず是より
転じて路 仏国に取り欧洲の自由家たる
巌がんべつた
鼈跎
氏に寄らんと欲し海に航ず倐忽激浪怒涛の為に船体を覆へされ
幽。将軍の二氏其影を見ず范も亦た其
之ゆ
く所を知らず。右第四巻の談話を引きて説き続ぎたる紅連女史の東海
散士に対する長譚の要点なるが 幽。将軍。范の三氏の遭難を状するに当り或は影を ずと云ひ之く所を知ずと云ふ未だ一の死字 用ず三氏果して魚腹に□られたる乎否や知ず以下将 一場の波瀾 起し来り読者 して洋中に漂泊せしむるが如き感を惹かしめんとする乎暫く下巻 出るを俟つ」
８月
10、
11日
　「強盗同志撃」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
11日は芳宗の挿絵付き。
＊８月
10日
　「雑報」
　「仮名垣熊太郎氏
　
妙々道人魯文翁の子息仮名垣熊太郎氏は在小笠原嶋の田中鶴吉氏に就て
何か目的の事業を為んとてか八日出帆の汽船に乗組み右小笠原島へ向て出発したりと」
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「圭氏経済学
　
英国が自由貿易説を用ゐ殖民地の財富を汲枯するに当たり蹶然起つて経済学上に新規軸を出し
此学の鼻祖リカアド、マルサスを罵り中興の大家アダムスミス、ミルを凌ぎ聚団自立の理を
闡ひらい
て保護貿易の基
を定め終に米国をして今日の富強を致さしめたるはヘンリー、ケリー氏を措て誰か在る、宜なる哉氏の著書社会学の宇内各国に翻訳せられ到る所に嘆服者の相
踵つい
で現るゝや此頃日本のケリーを以て自任せる犬飼毅氏ケー
ト、ムツキーンの鈔せるケリー氏の社会学 訳述 圭氏経済学と題し久松町博文堂より其第三篇を出版したり載る所の大鋼は聚団器械、生産、消費 蓄積、融通、分配等 項にして第廿三章より第三十六章に至り其細目は貨幣銀行工銀利分利子地料等著者の最も得意とする所な 其理論の卓、引証の確、説明の平一として痛快ならざるは莫し経済の理 談せんとす は自由と保護とに論 く先つ此書を一閲 て来れ」
８月
11、
12日
　「神経はこれら伝染の捷径」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
８月
12、
13日
　「医者様へお依
たのみ
頼」
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊８月
12日
　「雑報」
　「万国名所図会
　（巻の六）これは大坂安堂寺橋通り四丁目青木恒三郎が出版にして東京は横
山町一丁目の辻文方にて売捌く銅版画入 小冊なるが書中 亜細亜洲中の各勝地を載 物 て至極重宝なる袖珍書なり」
８月
15、
17日
　「静岡余聞」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
15日は芳宗の挿絵付き。
＊８月
15日
　「雑報」
　「浪華新聞
　
予て記載せし如く同新聞第一号は大坂東区道修町四丁目の同社より去る十日を
以て発刊せり持主は岡崎高厚記者は坂崎紫瀾野崎左文其他 諸氏挿画は芳年国松の両氏にして紙質は青色洋紙を用ひ一枚一銭一ヶ月廿銭の良新聞」
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＊８月
17日
　「広告」
　「慿空逸史著／
一咲一歎
書生写真鏡／対関堂発兌
　
第二編／本書初編は非常の喝采を江湖に博し鴉
謝に堪へず今や第二編稿成る其目次は〔第三回腕車に離れて野雪隠の夜明し。第四回汽船に酔ひて播磨洋の男泣き〕 て本日より発売す文旨の風味前編に比すれば転た蔗境に入るを覚ふ請ふ旧に陪して寵覧を垂れ玉へと云爾／明治十九年／八月十三日
　
発兌元
　
東京神田小川町／対関堂／売捌所
　
仝京橋銀座一丁目／忠愛社」
８月
21日～９月
19日
　「絹屋殺の説話」全二〇回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊８月
24日
　「雑報」
　「新聞社の謝罪
　
名古屋の扶桑新報社にては其紙上に愛知県人民に対し無礼を加へたるの事
を記載したりとて編輯主務者を解任し県下人民に謝罪したる由如何なる事を記載せしか」
＊８月
26日
　「雑報」
　「出版
　
開巻喫驚人獣戦争奇談全一冊は日本橋区十軒店の鶴鳴堂より、欧米政典集誌第一号
は京橋三十間堀町二丁目の泰山書房より、蛍雪学庭志叢第百十一号 赤坂新町二丁目有紙社より孰も発兌」
８月
31日～９月３日
　「水兵暴行の詳報」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。９月２、 ３日は「長
崎水兵暴行の詳報」として雑報欄に掲載。
８月
31日～９月３日
　「水兵負傷者」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。９月２、 ３日は「長崎暴動水兵の負
傷者」 。
＊８月
31日
　「雑報」
　「発兌
　
北欧血戦余塵（第一巻定価八十銭）は仏帝那破侖第 世が露国を侵したる時代に係
る
血ちなまぐ
鮮
さき小説にて著者は同国のトウストイ氏、訳者は日本の森体氏なり、通信講義雑誌第十四、 五号とも銀
座一丁目の忠愛社より発兌になりたり」
９月３日～
11月
17日
　「明治俠客伝
　
一筆庵可候著」全六三回
　
＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
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＊９月４日
　「絵入自由新聞」
　「小新聞の社説
　
黒岩大」 「予は本年四月を以て当社に入りたれども爾後不幸にして
病ひに罹り筆を執る事意の如くならず空しく薬瓶堆裏に呻吟し一事の見るに足る無くして貴重の光陰を徒費せり」 「小新聞社説の改良を要すること是なり（略）抑々新聞紙なる者は云ふ迄も無く日々の事実を紙上に載せ之を読者に告て以て知らしむるの具たるに外 らず然れども告知しむ のみにては其読者は唯だ社会の出来事に眼を注ぐ人のみ 止 他の世事に関係少なき無事の人は自然之を購読せざる恐れあり斯ては営業 都合に差響く故へに斯る無事の人をも得意の一部と為さんか為に告知（即ち雑報）欄の外更に読者に媚 以て喜ばしむるの工夫を設けあ 即ち大新聞に在ては或は時事新報が詰らぬ投書を濫採し或は毎日新聞が義民の伝を載せ或は朝野新聞が雑録と云ふ滑稽文を掲げ或は報知新聞が清人陳雨農 詩文 載するの類に て又小新聞 在て或は無用の続き物 載せ或は木版 挿絵を加ふるの類是なり是等の類は其実全く無事 俗人に媚び楽しませ以て得意にせんが為め た なり然れども世 中 は斯く告て以て知らしむる と媚て以 楽ま むる続き物とを好む人 みに非ず此外に猶ほ
誨おしへ
を請ひ自ら
誡いましめ
んと欲する高尚の人士あり斯る人士は到底雑報続き
物の
者（ママ）
の類のみを以て満足せざるが故に之を満足せしめんが為め誨へて以て戒しむの欄を必要とす是即ち社説
の設けあ 所 なり左れば雑報は飽までも有用の人に告る 主 とし続物は飽までも無事の人に媚る 主意とし社説は飽までも志望ある人に誨ゆるを主意 せざる可からず（略）今 小新聞の社説と云へる者は即ち此意を失ふ者なり即ち社説たるの値打無き者なり試みに看よ今 小新聞の社説 真に誨ふるを主意とする者あるや（略）殆ど続 と同じく媚て以て楽しましむるを主意とする者 似たり或 極て卑褻 語を記し前座落語家の口気を学ぶが如き者 り或は頗 滑稽の意を列らねて団々珍聞 茶説と競争す 観を呈す 者あり是を
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読むも唯だ一場の笑を催ふすのみにして読終れば読者自ら失ふて何の得る所なし是の如きは筆者其人が世人の歓を得んと欲するの急なるより識らず知らず自から卑ふするに過反 俗人に媚ぶるの形跡を呈する に非ざる無きを得んや（略）筆者其人にして其志しを
尚たか
くし人に誨ふるの主意を執て紙面に臨みたりせば小新聞社説の
勢力な こと何ぞ今日の如く甚だしきに至 んや（略）今にして若し小新聞社説 改良を図らんずんば此中等社会以下多数の人民を警醒 最上の利器をして終 其利を逞しふする能はざるに至らしめんも亦未だ知る可からざるなり」
９月５日～８日
　「書生も亦不景気の一原因
　
香骨居士」全三回
　
＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。７
日以後は「社説」欄と る。
＊９月７日
　「社告
　
本日の紙上より大きな題字をお
廃やめ
にして行数三十五、字数七百七十字丈け殖やしましたから
一寸御披露致して置きます」
＊９月
10日
　「雑報」
　「万国史
　
神田美土代町五番地の書肆桃林堂石川にて此程翻刻出版したるパーレーの万国史
は本年米国新板の分を其儘翻刻せし者の由にて校正の行届きたるは翻刻人の保証附なり」
＊９月
11日
　「社説」
　「政治小説を論ず／曰く政治小説は已を得ざるに出る也更に之れを解剖して云ふ時は曰く政
治小説は言論の自由未だ十 ならざるに出 也又幼稚人民と婦女子との為に出 也（略）夫れ政治社会 言論の自由十分ある時は議者論客は毫も警戒する所ろ く進んで政治 利害得失を論議 直接の刺衝 与へ以つて当路者の注意を喚起し得ること難らずと雖も其の未だ
否しか
らざる場合に於ては議者の舌長しと雖も之れを短くせ
ざるを得ず（略）是に於て乎退いて時弊を指摘し間接の諷刺を試み 以つて世の
懶だみん
眠
を攪破せんとする方法を
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求めざるを得ず之れ便ち余輩の政治小説は已を得ざるに出ると謂ふ所以なり／近年に至り政治小説の世に出るもの牛に汗し
棟はり
に充るばかり或は著述になるものあり或は飜訳に係るものあり（略）百感万情
交こも
〳〵臻り転慨
惋えん
に堪へざらしむるものは之れ人間の感情を刺衝するに於て第一の功能ある政治小説の力なり抑も稗史小説は
美術の一なりとの説は
廼このごろ
間
少しく信ぜらるゝに至りしが此点に付ては茲には云はず（略）政治小説の筆を執る
者にして若し 自家一己の私情の為め瑣末の事実を布衍し且つ加ふるに謂れなき不平を漏さんと欲し針小の材料を以つて棒大の事実の
似ごと
く捏造して一時の快哉を喚び揚々得色を
呈あらは
し自ら李頓氏を気取り
彪ひゆうがう
豪
翁を以つて居
るあらん乎是に至つて政治小説の弊害も亦た決して小少に非ざるを知るべし」 「政治小説の文章は読み易く解し難からず微々たるも なりと雖も之を利用するの宜しきに適せば其の効能たる大家の大議論に勝ること万々なるべき也」
９月
11～
16日
　「現今政治家の履歴」全五回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊９月
12日
　「社説」
　「明治の
演こうしやくし
史家
」 「近世の演史家中松林伯円なる者あり開化講談を以つて一時名を轟かしたり
と雖も此の五六年其の評判
熄や
みたるが如きは新
史こうしやく
談
は客受の悪しき為めか将た釈氏先生自ら新を捨て
復ふたゝ
び旧を
取りし故ヘか其の辺は知るを得ざれども是れ亦た夫 演劇と同様世 人気が一時旧を嫌ひ新 喜こび も人情の変り易き倏ち之れに飽き矢張元の古臭き物を好むよ サテコソ斯く
却あともどり
歩
を致せしものならん先年新富座に於
て西南の戦争記。高橋お伝の実伝。霜夜の鐘等の類の新作狂言を演し当時喝采を博せ ことありしも今日に至りては寧ろ時代物の如き明治以前の昔狂言が行はるゝ有様あり尤も近日愈よ演劇改良 実挙がらば斯る古臭き狂言は一掃さるべきか松林派の新史談 昨今 なきも右申す演劇と一般 情実より少く衰へたる はあらざ
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るか何しろ古風なる演史は今日の時勢に不適当なれば是れ亦た早く改め度きものなり」
９月
14、
16日
　「必要の説
　
香骨生」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊９月
15日
　「社説」
　「明治の
落はなし
語
家」 「然るべき人を頼んで落語の
材たね
料
をば拵へて貰ふのが捷径で厶りませう今の
落語家の中には円朝燕枝等の真打は下手の戯作者
其そちの
方
退け己れが出ると云つても然るべき腕前がありますが
矢張り夫の狂言作者と一般で何所か時候
後おく
れの所ろがありますから
何どう
も改良の材料を産み出す程の器量はあり
そうもあ ません精々勉強しました ろで先づ自分の
饒しやべ
舌
る材料を編み出す位が大出来で厶りませうシテ見る
と是ツ非落語家の教師でもあるまいが顧問も可笑から指図を為て下さる落語家改良会とか何んとか云ふ組合でも立ては如何で厶 うか」
＊９月
15日
　「雑報」
　「団珍大附録
　
去十一日発兌団々珍聞第五百六十一号には評判のチヤリネ獣苑の狂画を石版
色摺に仕立たる大附録を添たるが其趣向の妙なるは毎
いつも
例ながら感心の外な 」
＊９月
16日
　「雑報」
　「翻刻差止
　
先頃京橋区加賀町の由己社より出版したる男女交合得失問答と云ふ書籍を今度
同区鎗屋町の野村銀次郎が翻刻発兌せんとせし所内務省にて か御詮議の有る事と見へ昨日其翻刻を差止られし由如何なる御都合にや」
　　
「川上鼠文氏
　
は此ほど見光社へ入社燈新聞をかき立られる由ヤア艶筆家おめでたう」
９月
16日～
11月
19日
　「善悪妙々車」全五四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
９月
17、
18日
　「地方新聞の改良を望む」
　
＊「社説」欄に別行見出し。 「傍若無人楼主人」の投書。
＊９月
17日
　「雑報」
　「新聞社の盛衰
　
府下の或る大新聞は発兌の号数も千を以て数へ社員は孰れも明治の学士才
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人と称さるゝ有名（但し虚名かも知れず）の人々より成立ち一時は大新聞中の大新聞と評判高く頓に声価を博せし老舗株なりしも如何なる訳か近来声価を落し大社の将に覆がへらんとする能く小 の支ふべ もあらず寧ろ廃刊せんと決議せしも只だ廃刊する 気が利ねば何か口実は無からうか 思案最中恰かも好し此程近傍より出火し該社は正に風下に在りヤレ嬉しやいつそ此火事に類焼したなら之を口実に廃刊せんと待居たるも祝融氏の方に都合やありけん不幸 焼残りたれば此上は如何した者 と社員一同評議中の由」
　　
「郵便報知新聞
　
は今度大改良を行なはれ従来の定価（八十三銭）を凡そ三分の一程（三十銭）に引下られた
る代り最大 紙面をも狭めて従来の四分一程に小さくされ恰かも読売新聞の体に改良されし 中々の御勉強」
９月
18、
19日
　「鬼兼の履歴」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
９月
19～
22日
　「外交には一人の俊傑を要す」全三回
　
＊「社説」欄に別行見出しで連載。
９月
19、
21日
　「伊部陶器の沿革」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊９月
22日
　「雑報」
　「出版条例違犯
　
京橋区南伝馬町三丁目六番地絵双紙商松成伊三郎は長野県士族小幡管茂の
出版名義を以て去る六月八日内務省へ届出で自己の発兌す 二十三年未来記と云ふ書籍は内務省へ納本済みの上発売す可き筈なるに内務省へは同月十八日に納め其前日則ち十七日に該書百五十部を代金十二円にて越後国北蒲原郡水原村の西村六平へ売渡したる廉に依り昨日東京軽罪裁判所 て出版条例第二十条及び同条例罰則第一条に照され 得金十二円を没収された 」
９月
23、
26日
　「評論論」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊９月
26日
　「雑報」
　「奥宮健之氏
　
旧自由党員にして甞て国友会の弁士たり自由新聞の記者たりし同氏は先に犯
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せる罪ありて久しき間愛知県名古屋の獄に在り然るに今や公判の期方に近日に逼り同氏の切望もあり同地へ向け弁護人を送らんとするに際し知己朋友 交際よ 応分の醵金を以つて其費用に充んと已に先頃中より計画ありし由にて昨今愈よ其事に着手したり就ては同氏の為に多少 拘らず
捐けん
金されんとする諸君は弊社の和田稲積
へ迄宛お送り下されば取纏めて取計ふべしとの事なり猶本紙の広告を一覧あられよ」
　　
「やまと新聞
　
来月の七日より尾張町二丁目の「やまと新聞社」より社名と同じな画入小新聞を発行される由
委しくは本日の広告面に在ます」
９月
26、
28日
　「苦肉の計略」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
28日は「お断はり
　
一昨日の紙上に「苦肉の計略」と題
し書かけし置た一条は
故さしつかえ
障
が起つたからアレは彼れ切りでお止に為ますアレ〳〵五月蝿世の中だ」として中断
される。
９月
28、
29日
　「明治第二の政治家」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊９月
29日
　「雑報」
　「演劇改良会
　
同会にては第一着に一大劇場を府下日本橋近傍に新築し仮りに其費額を十万
円と定め其筋にて年五朱の利子を保証し株券は一株五十円となし一人の所有株数に制限を置きて広く公衆より募る事に決し此頃発起者には其手続 恊議中なりと甘く行け お慰さみ」
９月
30日、
10月１日
　「米国の地震遭難者を救はんとする有志者は無きや」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊
10月１日
　「雑報」
　「宮崎富要氏
　
甞て弊社新聞の筆を執り其後自由燈の記者たり 夢柳居士には先 鬼啾々著
述の為め罪を得て久しく獄窓裡 吟詠しつゝありしが過 満期放免となり一旦郷里な 高知へ帰省 間もなく復た土陽新聞の聘に応じて相変らず例の艶筆を揮るゝ由」
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「染崎延房翁逝去
　
東京絵入新聞社に在て久しく小説を綴られ為永風の流派をして今日まで遺伝せしめられた
る染崎延房翁（二世為永春水）永々病床に在し処ろ終に先月廿七日六十九年を一期として溘然長逝されしと云ふ惜むべき事にこそ其辞世の歌左の如し／今よりは故郷の空にすむ月を卒
いざ
や詠
ながめ
て遊び明さん」
　　
「新聞減価
　
近頃大小新聞とも大層価を下て来ましたが余まり下過て損益
償つぐ
なはず遂に馬脚を
出でるよう
様
に
成なりまし
升
ては
宜いけ
ませんぜ」
10月３、 ５日
　「真成の自由家」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊
10月５日
　「雑報」
　「新書出版
　
春の家おぼろ氏著作の未来の夢三冊（第八、第九、第十）を例の晩青堂より又
妹と背かゞみ第十三号は会心書屋より此程出版したり」
10月６、 ７日
　「水天宮の雑沓」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
10月７、 ８日
　「帆船貿易商況」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊
10月７日
　「雑報」
　「五県新聞
　
兼て広告に見へたる同新聞は去る五日を以て其第一号を埼玉県浦和駅百九十二
番地の嶽東社より発行したり其体裁は東京日日新聞の如く紙幅は少し狭し」
　　
「拝金宗及び其他新書
　
時事新報社員高橋義雄氏の新著拝金宗は京橋弓町の神戸及び通一丁目の大倉両書店よ
り此程出版、中身の
好よしあし
否
は熟読の後ならでは評し難けれど開巻第一に掲げたる英語の「オルマイテイ」の綴り
を誤 又企業の所に「エンタープライズ」と有可きを飛でも無い綴 と為したる抔は甚だ見苦し兎角変則英語学者が如何様の綴字を用ふるは苦々しき事な （略） 」
10月８、 ９日
　「新聞紙の直下げ
　
社員
　
世の中愚老述」
　
＊「社説」欄に別行見出し。 「今新聞社も一種の商売一種
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の儲け仕事で有て見れば直下をするのは取も直さず数でこなさんが為と知る可し尤も新聞社は恐ろしゐ見栄を張る商売ゆゑ只表向き直を下るとばかり広告して孰の社も「数でこなす」などとは
欠おくび
にも出さゞれども其直下
の広告は取も直さず数でこなす広告なり」 「是までは新聞が開けて
未まだ
間も無き事ゆゑ御客様達は本統に新聞の
善よしあし
悪
を見分る事を知らで唯だ大新聞とさへ聞けば何でも歟でも為に成る者、有難い者、文章の見事な者、敷紙
に出来る者（是 余計）と心得中味の好悪は深も究めずして之を買ひ、売る者も亦大新聞と云ふ名前で売附け其甚だしきは社員の名前ばかりで売て居た者も有り柳北先生が書くと へ言ば丸 寝事の様 雑録が賞観され福沢先生が立案訂正するとさへ言ば時事新報 社説 西洋の焼直 翻訳書 切売と云ふ所へ気の附く人無く申さば実に鶴亀千万な 世の中（略）嗚呼是からが実に新聞記者 骨折時なり此骨折時を我々に与へたるは全たく看客の進みたる結果 り是我々の誠に看客に対し深く謝す 所なり」
10月８～
10日
　「大森麦藁組紐の景況」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊
10月８日
　「雑報」
　「名古屋の演劇改良
　
演劇改良は愈々世間の一問題となり昨今名古屋にても同じく改良説盛
に起り既に勝間田知事にも不日間暇を見計らい親しく演劇を見物し る上改良法をも講ぜんと云はれたりと追〳〵蔓
はびこ
延る」
　　
「やまと新聞
　
は愈々昨日第一号が出ましたが予て広告に見た通りの新聞です」
10月
13、
14日
　「薩摩焼の起原及陶器製造人の履歴」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊
10月
13日
　「雑報」
　「
阪ママ
崎斌氏
　
大坂の浪華新聞創立以来尽力ありし同紫瀾翁には同地を辞して此程帰京し高輪
なる後藤氏の別荘中に寄寓さるゝ由」
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10月
14、
15日
　「虎疫より恐ろしき者
　
香骨居士」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊
10月
14日
　「雑報」
　「宗教進化論
　
全一冊（定価金廿五銭）は此程日本橋本銀町三丁目十番地の松田周平方より
発兌せり、本書は英国の碩学スペンサー先生の近着に係り曩に板垣退助君へ寄送し東洋に於て我邦文に訳されんことを請る同君乃ち高橋達郎氏に授けて訳さしむ抑本書は同先生が哲理に由り宗教の回顧及び前途に付き其進化の理を講したるものにて即ち古代の宗教に遡りて今日に至る迄の沿革を
述のべ
尚進んで将来の進化如何を推論
せる最も高尚深遂な 小冊子 巻首に同先生の肖像及び板垣君の序文あり」
＊
10月
17日
　「雑報」
　「発兌
　
朗蘭夫人伝全一冊（定価金六十銭）は文学士春の屋朧先生訳述、大坂東区淡路町二
丁目日野方より出板（略） 」
10月
20、
21日
　「臭い改良家
　
世の中愚老述」
　
＊「社説」欄に別行見出し。 「日本の画は
絵えそらごと
虚事
が多い是では絵の
主意に
負そむ
くから何でも油画に限ると云ふ改良家あれば又世界中気韵に富たるは日本画に及ぶ者無し何とかして
西洋へも此画法を広めたしとて一生懸命に稽古をする英人英暁氏の如き者あり米人フェノロサ君 如き者あり、日本の歌は古くさくして文明の新思想を述るに不適当なりとておはらひ 文句とも三
下さがり
とも
附つか
ぬ者を新
体詩と名けて東洋学芸雑誌へ投書する外山正一君の連中あれば日耳曼には又日本 和歌ほど好く微妙なる意味を
細やさ
しく述ぶる者無とて
態わざ〳〵
々
万葉集を訳述する者あり、馬琴為永流の小説は美術の趣意に
負そむく
とて御自分が
A
esthetics or Science of B
eauty の一端をも学ぬ癖に唯だ経国美談周遊雑記経世偉勲等の書を丸呑にし直に政
治上小説上美術上の一切の真理 通暁せりと心得実際に有れも ぬ
意デザイン
匠
を以て小説を作り不適当の洋語などを
挿さしはめ
箝
て之こそ改良小説の雛形なれと新聞紙に掲ぐる改良家あれば米国には又馬琴の南柯の夢を訳述し小説開け
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てより斯くも美しき著作あるを見ず是なん東洋小説の神を代表する者なれとて新聞紙に広告を出す人あり日本の芝居は野卑なり開化人は見る事 厭ふとて頭ごなしに罵り狂ふ人あれば「ミカド」と云へる日本芝居は米国にて喝采を博し欧洲に渡り今や独逸にて興行中 り開化人中々見るを厭ふ所か其実全くアベコベにて先を争ひ喜んで見に来るとの通信 有 日本人は野蛮にして音楽の何物たるを心得ず三味線の粗末なる音を聞き 此上無き妙音と思へり今少 美術の思想を盛にし音楽を改良せざれば西洋諸国に対して肩身 狭き訳なりとて頻に心配する改良家あれば西洋人の中 は日本ほど音楽思想の普く行き渡り は無 裏棚社会に至るまで三味線と云ふ楽器を弄そべり誠に羨ましき次第なりとて嘆賞する世界第一の音楽家レンニー君の如き者あり」 「是は野蛮だと一口に
蹴けな
做
さるゝ日本の風俗が果して野蛮やら又之は結構だと羨まるゝ西洋の風俗が果して結構や
ら、篤と
熟よ
く考へた上で無ければ容易に分らぬ事なり（略）夫だから此頃改良〳〵とて無暗と騒ぎ立てるのは
未だ真実の改良家では くして改良家臭い改良家 」
10月
22日～
11月
17日
　「鹿児島県諸島の実況」全一四回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊
10月
24日
　「雑報」
　「告訴
　
東京日々新聞が去十七日の紙上に劇場改良の趣意と題する社説を掲載したる文中歌
舞伎新報を誹毀したる廉あり て同新報の久保田彦作氏 福地源一郎氏 相手取り昨日東京軽罪裁判所へ告訴したるが此裁判は如何な か」
10月
27、
28日
　「知力と金力」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊
10月
27日
　「雑報」
　「東京日々新聞の手前味噌
　
同新聞が昨日の紙上に「絵入自由新聞の虚構」と題し曽て我が
紙上に鉄道布設の計画と題し銀坐辺の木村某氏が百万円の金を募集して上州地方へ鉄道を布設す 云々と掲載
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せし事を故さらに虚構なりとし例の御手際にてサモ事々しく駁載されしは驚ろき入たる事ぞかし抑も此事は弊社に於て確実なる処ろより聞込たるまゝ其概略を記載せし者にて
日ひゞ
々
新聞が本月十五日の紙上に掲載せしは或
る筋の為にする処ろありてサモ事実ら く記載したる例の「日 主義」なるを看破したるより世人の之に誤まられん事を恐れ本紙は単に有の儘に記載して之を世に公やけにせしのみ笛吹道人とやらよく鑑がみ まへ又日々新聞記者も亦少 く自省して手前味噌の辛きを味はひ まへ」
　　
「狂言作者の資格
　
演劇改良と云ば
目とうじ
下
の流行物となり至る処ろ其風評喧びすしき中に一昨夜或る社友が銀坐
通を散歩の折から先へ立て歩み行く書生 しき
二ふたり
個
の男が。時に中村君今度歌舞伎新報の編輯人久保田彦作と
云人が日報社 福地を被告として告訴したと云ふ事だが是も矢ツ張演劇改良論 一件じやア無か△其事に付て妙な話がある一体久保田が出訴したは竹柴幸治なる狂言作者 資格 以て出訴したるを或る小新聞が歌舞伎新報の編輯人なる資格を以て出訴した様 記載したのだか読む方で読違へた だかした処ろから他の小新聞が珍らしく眼を覚し の疝気 頭痛に病で愛嬌主義の歌舞伎新報では至極迷惑がつて居るなどゝ記立て何 資格だ彼の資格だと資格争そひが始まつ 居るさうだ。何だ詰らねへ夫程愛嬌主義を拡張したければ何もそんな しかく張る ずとまるく成たら宜らうにと話しながら行過 と該社友 ら報知のまゝ」
　　
「芳野拾遺名歌の誉
　
先頃末松某が改良芝居の演説を為すの節筋書は一切板権と興行権とを得愈々興行する時
には其作者へ日々十円位 報酬するは最易き事なりと云ひたるより之 聞
噛かじ
つた学者達は日々十円と云ふ声に
煽おだて
動
られたと云ふ訳でも有るまいが我こそ改良筋書の先鞭を着け寐て居て日十円の報酬に有附んと思ふ銭取主
義の心で無く只だ文学の為め皇国 誉を揚んと云ふ淡泊 慾心満々 日頃威張た四角文字はサラリと棄
山田　未完の物語──「絵入自由新聞」の連載記事（続き物）（四）
1122 0
柄に無い艶文句を俄に綴り
初はじめ
る漢学先生沢山ありとし聞けば定めて遠からぬ中無味淡泊燈心を噛む様な厭味ツ
気無しの筋書が出るだらふと我人共に待居る中意外にも早く出来上りたるは有名なる依田百川翁の名歌の誉と題する筋書 て其
脚しくみ
色
は或る新聞の披露に由れば漢学者の腕前にしては中々の上出来殊に万更燈心を噛む様で
も無いのは何よりの不思議と或る好事家が探つて見 と出来の好いのも道理なる哉右の筋書は既に昔の作者が丹精込めて物せし者と似たとは愚か其儘にて少しばかりは添削せし所あれど文学者の目から評せば「プレギアリズム」の跡蔽ふ可からずなど言争ふ人も有れど想ふ 偶然の暗合か左なくば日十円を羨む輩が今より之を傷けんと予じめ手を廻 者な ん尤も件んの好事家は右の原本を印刷して江湖に質すに限りヤスと昨今其事に尽力中とか」
10月
28日～
11月５日
　「商業の障礙」全六回
　
＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
10月
29、
30日
　「新橋の芸者（メール新聞社説） 」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
＊
11月２日
　「社説」
　「演劇改良に関る
風うわさ
評
」 「近年何事に依ず改良〳〵と騒ぎ立る中に此演劇改良位世の中を驚か
し且つ賛成を得たるものは恐らくあらざるべし、然るに釈迦に提婆の喩の如く此の勢力を得たる改良論に向ひ駁撃の舌鋒を
磨と
き来りたる敵こそ現れたり、即ち高田、坪内の両文学士先生是なり、但し春廼屋翁は大体には
賛成なれども不 の條々あり 云ひ半峰居士には頭ご 改良会の解散を
催うなが
したり、是れより先き改良会
の発起者の随一と聞へたる末松君は演劇改良に付き意見を演説せし事あり其演説中の廉々に付き春廼屋翁が一寸筆矢を容れしより末松君の反駁あり甲論乙駁喧嘩最中と申 程にもあらざれども少しく
塵ほこり
埃
立ちたる折柄ツ
イ此程の井生村楼 演説会に於て同会に対する高田君の正面より論鋒を向けたるあれば末松君な 其他 方な
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り何とか返答あるべき筈なり、ト余輩は耳を兎の如く立て目を皿の如くして受
まち
居るものなり」
＊
11月６日
　「雑報」
　「出版
　
徳富猪一郎氏著将来の日本全一冊は経済雑誌社より、 （略） 」
11月９、
10日
　「先覚者と後進者の関係」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
11月９、
10日
　「諸国の事項要目」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
11月
16、
17日
　「ドレーク 言訳」
　
＊「社説」 別行見出し。
＊
11月
16日
　
巻頭
　「義損金募集」
＊
11月
17日
　
巻頭
　「●社員特派
　
ノルマントン号沈没の際我が同胞二十五人が捨殺にされたる今回の事件は実に
未曽有の珍事なれば此際右に関する正確の事実を社会公衆に報
導（ママ）
するため実地の情況見聞及び神戸なる英国領
事庁に於て開かるゝ該船長ドレークの裁判傍聴の為め弊社に於ては社員黒岩大 本日横浜解纜の近江丸に乗込ましめ該地へ特派せしめたれば爾来此事に関する報導は細大洩らす事なく当時該船沈没 実況及び公判の模様等逐一記載し時としては号外附録を発し
成なるべきだけ
可丈
精々勉強して迅速に御報導いたすべし」狂画入りの附録をつけ
る。
11月
18～
20日
　「白痴兵衛夢物語」全三回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
21日「水仙花」末
尾に「記者申す昨日の紙上まで記しましたる「白痴兵衛夢物語」は俄かに差支えの事出来して 儀なく中止致いたし
たれば此段鳥渡御断り申上升」と断られて中絶する。
11月
19、
20日
　「法学協会決議案」
　
＊雑報欄にかぶせ見出し。
11月
20、
26日
　「生活は愉快なるものか」
　
＊「社説」欄に別行見出し。
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11月
20日～一八八七年３月
24日
　「大和錦」全七五回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。３月
25
日から第二編となる。
11月
21日～一八八七年３月
12日
　「水仙花」全三九回
　
＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
11月
23～
27日
　「英国汽船ノルマントン号審判傍聴筆記」
　
＊雑報欄に別行見出しで連載。
23日は、 附録にも掲載する。
＊
11月
30日
　「雑報」
　「新聞雑誌
　
其筋にての調べに拠れば現今府下にて発兌する新聞及び雑誌の数は百三十五種
此内保証金を納め居る分は三十七種なりと云」
＊
12月１日
　「雑報」
　「経世偉勲後篇
　
兼て諸新聞の広告に見へたる同書は小川町の集成社より出版せり右は前篇
発兌の節御披露致し置たる通り尾崎行雄氏の筆に成る近来新著訳書中最も有益の政治的小説にして且ビーコンスフヒールド伯が不世出の大才を以て欧州の政治世界を
聳しうだう
動
したる
斡あっ
天てん
施せ
地ち
の大事業の蹟とグラッドストーン
氏が漸く政治社会に非常の運動を試み に至る功業等凡て欧洲 世の歴史なりと云ふも不可なし殊に藤田、末広、森田諸氏の評論を加へあり読者 して錦上花を添ゆるの心地せらる」
　　
「後藤象次郎君
　
久しく高輪の月に吟じ殆んど政海以外に超然十有余年の星霜を送り居られしが先年旧自由党
の総理板垣君と共に洋行されし以来今日まで依然社会の風潮を余所に見る如く敢て世事に関らざりしに今回愈よ奥羽地方の漫遊を思ひ立れ愈よ今明日の中に出発さるゝ由にて坂崎斌（浪華新聞記者）神山八弥（加波山事件に関し一時繋獄されたる人） 二氏と大沢某氏の都合三氏が随行する 云ふ」
＊
12月３日
　
号外にて発行停止処分を告知する。
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